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※
題
字
＝
星
野
元
豊
・
第
９
代
学
長「龍Ron小町」始動

深草 22号館で開かれた「女子会」準備会の様子

設立総会の議事を進める橋村さん（右）

右が立部支部長、左が村上校友会長

吹奏楽部OBバンドの演奏

龍谷大学校友会女子会が５月に誕生　
校
友
会
報
77
号
（
13
年
10

月
）
の
座
談
会
で
「
校
友
会

女
子
会
」
が
話
題
に
の
ぼ
っ

た
こ
と
か
ら
１
月
25
日
、
深

草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
結
成
準
備

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
集
ま
っ
た
の
は
全
国
の
支

部
か
ら
女
性
校
友
30
人
あ
ま

り
。
自
己
紹
介
か
ら
い
き
な

り
、「
は
じ
め
て
支
部
の
集

ま
り
に
顔
を
出
し
た
ら
、
お

じ
さ
ん
ば
か
り
。
肩
身
の
狭

い
思
い
が
し
ま
し
た
」
と
い

う
、
校
友
会
活
動
で
の
女
性

参
加
の
少
な
さ
を
指
摘
。

　
今
、
龍
谷
大
学
の
約
２
万

人
の
在
学
生
の
約
40
％
が
女

子
学
生
で
あ
る
。
開
会
に
あ

た
っ
て
村
上
太
胤
校
友
会
長

の
「
女
性
の
参
加
を
は
か
っ

て
、
校
友
会
の
活
性
化
を
」

と
い
う
要
請
の
も
と
、
校
友

会
理
事
の
青
山
佳
代
さ
ん

（
97
年
社
卒
）
の
司
会
で
準

備
会
が
す
す
め
ら
れ
た
。

　
参
加
者
は
大
半
が
初
対

面
。
し
か
し
、
あ
っ
と
い
う

間
に
長
年
つ
き
合
い
の
あ
る

友
人
や
先
輩
、
後
輩
と
見
ま

が
う
ほ
ど
に
う
ち
と
け
、
会

場
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
。

　
こ
の
準
備
会
は
昼
食
を
は

さ
ん
で
約
４
時
間
に
わ
た
っ

て
話
し
合
わ
れ
た
。
テ
ー
ブ

ル
に
は
各
地
の
名
産
菓
子
な

ど
が
「
お
み
や
げ
」
と
し
て

持
ち
込
ま
れ
、
自
己
紹
介
の

あ
と
４
グ
ル
ー
プ
に
わ
か

れ
、
女
子
会
で
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
く
か
が
検
討
さ
れ

た
。

　
年
代
が
違
っ
て
も
、
た
ま

た
ま
同
じ
サ
ー
ク
ル
だ
っ
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
縁
で
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
り
、
女
性
の
み
だ
と
、
こ

れ
だ
け
な
ご
や
か
に
話
が
進

む
も
の
か
を
実
感
さ
せ
る
会

だ
っ
た
。

　
ま
た
準
備
会
で
は
名
称
を

「
龍
谷
大
学
校
友
会
女
子
会

〝
龍ロ

ン

Ｒロ

ン
ｏ
ｎ
小
町
〞」
と
命
名

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
プ

ラ
ン
が
提
案
さ
れ
た
。
以
下

で
、そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の

活
動
内
容
を
検
討

●「
有
名
寺
院
の
特
別
拝
観
」

＝
龍
大
の
卒
業
生
が
在
職
す

る
有
名
寺
院
を
訪
れ
る
。
第

１
回
は
京
都
の
壬
生
寺
（
中

京
区
）
を
参
拝
予
定
。

●「
子
育
て
マ
マ
の
交
流
会
」

＝
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
お

母
さ
ん
た
ち
か
ら
、
経
験
者

で
あ
る
先
輩
校
友
が
集
い
、

お
し
ゃ
べ
り
や
育
児
相
談
な

ど
。

●
「
ご
当
地
グ
ル
メ
や
温
泉

を
楽
し
む
会
」
＝
た
と
え
ば

香
川
県
の
「
金
比
羅
、
う
ど

ん
、
温
泉
・
日
帰
り
ツ
ア
ー
」

●
「
町
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
お

茶
会
」
＝
深
草
か
ら
す
ぐ
の

龍
大
・
京
の
町
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
在
学
生
の
茶
道
部
に

お
願
い
し
て
の
「
お
茶
会
」。

こ
こ
に
雅
楽
部
に
音
楽
を
奏

で
て
も
ら
い
、
家
族
で
参
加

し
て
楽
し
む
会
。

●
「
支
部
訪
問
と
観
光
ツ
ア

ー
」
＝
支
部
の
あ
る
地
を
訪

問
し
、
地
元
穴
場
を
案
内
し

て
い
た
だ
く
ツ
ア
ー
な
ど
。

　
最
後
に「
龍
Ｒ
ｏ
ｎ
小
町
」

の
会
長
に
選
出
さ
れ
た
緒
方

静
子
さ
ん
（
74
年
営
卒
・
東

京
支
部
長
）
が
、「
こ
れ
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が

出
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
そ

れ
が
各
支
部
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
」
と
し
め
く
く
っ

た
。

　
な
お
、
５
月
10
日
に
「
龍

Ｒ
ｏ
ｎ
小
町
」
発
足
会
を
開

催
。（
別
項
参
照
）

女
性
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
楽
し
い
校
友
会
活
動
を
！

京
都
市
支
部
発
足

島
根
県
支
部
誕
生

設
立
総
会
に
２
２
９
人
の
校
友

２
月
に
約
80
人
で
設
立
総
会

　
校
友
会
地
域
支
部

の
京
都
市
支
部
が
、

昨
年
の
11
月
２
日
に

設
立
さ
れ
た
。
ま
ず

発
起
人
を
代
表
し
て

宮
城
泰
年
さ
ん
（
54

年
文
・
聖
護
院
門
跡
）

が
発
足
に
至
る
経
緯

を
説
明
。
橋
村
芳

和
さ
ん
（
85
年
法
・

京
都
市
市
議
会
議

長
）
が
議
長
と
な
り

設
立
総
会
が
進
め
ら

れ
た
。
会
則
、役
員
、

事
業
計
画
な
ど
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
、
初
代
支
部
長

に
選
出
さ
れ
た
立
部
祐
道
さ

ん
（
64
年
文
・
仁
和
寺
門
跡

＝
８
面
に
記
事
）
が
挨
拶
し
、

「
支
部
設
立
を
喜
ぶ
と
共

に
、
龍
谷
大
学
の
卒
業
生
で

あ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

か
み
し
め
て
い
ま
す
」
と
述
べ

た
。
総
会
に
は
、
門
川
大
作

京
都
市
長
も
か
け
つ
け
て
頂

き
ま
し
た
。

　
設
立
総
会
に
続
い
て
直
木

賞
作
家
の
平
岩
弓
枝
さ
ん
が

「
私
の
書
き
た
か
っ
た
西
遊

記
」
と
題
し
て
、
記
念
講
演

を
行
い
、
約
230
人
の
校
友
が

熱
心
に
聴
講
し
た
。
さ
ら
に

お
茶
席
で
は
、
茶
道
部
の
学

生
と
卒
業
生
が
お
茶
で
も
て

な
し
、「
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
」
が

用
意
さ
れ
る
な
ど
、
き
め
細

か
な
心
配
り
が
み
ら
れ
た
。

　
次
に
会
場
を
大
ホ
ー
ル
に

移
し
、
設
立
記
念
祝
賀
会
が

開
か
れ
た
。
山
本
浩
之
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
（
85
年
法
）
が
司

会
進
行
し
、
赤
松
徹
眞
学
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
ま
た
「
変
面
」
と
い
う
中

国一級
伝
統
芸
能
を
継
承
す
る

江こ
う
ぎ
ょ
く玉
さ
ん
（
国
際
文
化
３
回

生
）
が
舞
い
、
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ

バ
ン
ド
が
演
奏
し
て
、
支
部
設

立
に
花
を
添
え
た
。

　
京
都
市
支
部
の
支
部
長
、

副
支
部
長
は
以
下
の
通
り
。

　
支
部
長
＝
立
部
祐
道
（
64

年
文
）。
副
支
部
長
＝
宮
城

泰
年
（
54
年
文
）、
松
浦
俊
海

（
57
年
文
）、
本
多
隆
朗
（
69

年
文
）、橋
村
芳
和（
85
年
法
）、

入
澤
崇
（
86
年
文
院
）。

『龍Ron小町』ロゴマーク募集！！
龍大を卒業された女性会員の活動を
一目でイメージできるロゴマークを募集！

応募締切は4/25( 必着 )
詳しくは校友会HPにてwww.ryuukoku.ac.jp

採用作品には嬉しいプレゼントが！
「龍Ron小町」発足会で発表！

　
校
友
会
で
は
48
番
目
に
あ

た
る
島
根
県
支
部
が
誕
生
し

た
。
２
月
９
日
、
松
江
東
急

イ
ン
に
県
内
か
ら
約
80
名
の

校
友
が
集
い
、
14
時
か
ら
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
発

起
人
代
表
で
こ
の
日
、
島
根

県
支
部
長
と
な
っ
た
中
村
滋

男
さ
ん
（
71
年
済
卒
）
が
、

設
立
の
経
過
報
告
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
会
則
や
役
員
選
出

の
議
事
が
進
め
ら
れ
、
島
根

県
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。

　
こ
の
設
立
総
会
に
は
溝
口

善
兵
衛
・
島
根
県
知
事
が
来

賓
と
し
て
出
席
さ
れ
、「
島

根
県
で
は
大
阪
大
学
に
次
い

で
入
学
者
が
多
い
龍
谷
大

学
、
校
友
会
島
根
県
支
部
と

の
連
携
を
深
め
、
地
域
の
発

展
に
寄
与
し
た
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
、
続
い
て
赤
松
徹
眞

学
長
、
村
上
太
胤
校
友
会
長

も
、
支
部
誕
生
を
祝
っ
た
。

　
支
部
設
立
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
一
昨
年
の
鳥
取
県

支
部
設
立
だ
っ
た
。
島
根
県

支
部
が
設
立
す
る
と
、
校
友

会
の
中
国
・
山
陰
の
支
部
が

す
べ
て
埋
ま
る
。
そ
こ
で
神

田
健
さ
ん
（
98
年
文
卒
）
や

高
橋
行
仁
さ
ん（
89
年
法
卒
）

た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
支
部

設
立
を
進
め
、
12
人
の
設
立

準
備
委
員
会
が
立
ち
上
が

り
、
こ
の
日
に
至
っ
た
。

　
設
立
総
会
の
あ
と
、
校

友
会
事
務
局
の
増
田
省
三
さ

ん
（
72
年
法
卒
）
が
「
龍
大

の
誇
り
」
に
つ
い
て
講
演
。

祝
賀
会
で
は
中
村
支
部
長
が

「
明
る
く
楽
し
く
前
向
き
に

を
合
言
葉
と
し
て
、
皆
さ
ん

と
共
に
島
根
県
支
部
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
た
。
な
お
、
島
根
県

支
部
副
支
部
長
に
は
小
笠
原

義
宣
さ
ん
（
71
年
文
卒
）
と

上
田
一成
さ
ん
（
75
年
済
卒
）

が
就
任
し
た
。

挨
拶
す
る
中
村
支
部
長
と
役
員

ロ　ンロ　ン

物
産
展
の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い

日　時：5月10日（土）
場　所：西本願寺・聞法会館
　11:00　集合 西本願寺 阿弥陀堂
　11:00～11:25　お参り
　　（特別ゲストにテノール歌手の秋川雅史さん） 
　11:30～12:00　女子会“龍Ron小町”
　発足会（聞法会館：研修室①）
　12:00～13:00　西本願寺参拝
　13:00～15:00　女子会＆京都市支部 交流
　懇親会（聞法会館：大ホール）
会　費：1,500円（小学生以下無料。
　　　　　　　　 当日、受付にて拝受します）
申込方法：TEL、FAX、mail にてお申し込みください。
　　TEL075-645-2015 FAX075-645-2017
　　e-mail: koyu@ad.ryukoku.ac.jp
締　切：4月25日（金）必着
　　※申込多数の場合は先着150名様まで。
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龍
谷
大
学
の
卒
業
生
に
よ

る
同
窓
組
織
「
大
学
林
同
窓

会
」
の
発
足
は
、
１
８
９
９

年
（
明
治
32
）
11
月
11
日
の

こ
と
で
し
た
（
350
年
史
よ

り
）。
今
か
ら
115
年
も
前
の

時
代
で
す
。
当
時
の
龍
谷
大

学
は
「
大
学
林
」
と
呼
ば
れ
、

翌
１
９
０
１
年
に
は
勅
令
で

あ
る
「
私
立
学
校
令
」
に
よ

共
に
未
来
の
大
海
へ

り
、「
仏
教
大
学
」
と
名
を

変
え
ま
す
。

　
奇
し
く
も
同
窓
会
発
足
の

年
の
１
月
に
は
、
龍
大
生
に

よ
る
「
反
省
会
雑
誌
」（
３

頁
に
記
事
）
が
「
中
央
公
論
」

と
改
名
し
ま
し
た
。
龍
谷
大

学
の
学
生
、
そ
し
て
卒
業
生

が
、
も
っ
と
も
〝
進
取
の
気

風
〞
に
輝
い
て
い
た
時
代
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
窓
会
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
す
の
は
、

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
経
済
学

部
の
第
１
回
卒
業
生
が
世
に

出
た
１
９
６
５
年
（
昭
和

40
）
の
こ
と
で
す
。
既
存
の

文
学
部
・
短
期
大
学
部
同
窓

会
に
加
え
、
経
済
学
部
同
窓

会
（
初
代
会
長
は
中
島
豊
次

さ
ん
）が
発
足
し
た
の
で
す
。

こ
の
年
に
「
校
友
会
報
」
が

創
刊
し
「
経
済
学
部
同
窓
会

と
が
兄
弟
の
ち
ぎ
り
を
結
ん

だ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
ふ

た
つ
の
同
窓
会
を
も
っ
て
、

「
龍
谷
大
学
校
友
会
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。
初
代
校
友
会

長
は
平
安
高
校
・
中
学
校
長

（
現
龍
谷
大
学
付
属
平
安
）

の
近
藤
亮
雅
さ
ん
で
し
た
。

　
そ
し
て
50
年
。
現
在
、
約

17
万
人
の
卒
業
生
が
、国
内
、

海
外
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
校
友
会
（
同
窓
会
）

村上太胤
龍谷大学校友会長

校
友
会
（
同
窓
会
）
設
立
115
周
年
記
念
事
業
に
む
け
て

設
立
115
年
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、「
温
故
知
新
＝
過
去
・

現
在
を
見
直
し
未
来
へ
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
記
念
事
業
を
展
開
し
て
、

17
万
人
校
友
の
絆
を
よ
り
一

層
強
め
て
い
き
た
い
と
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

　
目
下
、
浮
上
し
て
い
る
の

は
、
次
の
よ
う
な
事
業
計
画

で
す
。

①
校
友
会
館
の
設
立

②
各
地
で
記
念
講
演
会
、
懇

親
会
の
開
催

③
母
校
を
よ
り
校
友
の
誇
り

と
す
る
た
め
の
自
校
史
、
校

友
会
史
の
編
纂
。

契
約
を
、
大
学
と
校
友
会
と

で
締
結
す
る
。

④
女
子
会「
龍ロ

ン

ロ

ン

Ｒ
ｏ
ｎ
小
町
」

の
発
足

　
校
友
会
本
部
な
ら
び
に
各

地
域
で
、
積
極
的
に
女
性
参

加
を
う
な
が
し
、
校
友
会
活

動
の
活
性
化
を
は
か
る
。（
１

面
に
記
事
）

⑥
校
友
会
（
同
窓
会
）
設
立

115
周
年
記
念
「
龍
谷
大
学
・

心
の
講
座
」
開
催

　
６
回
シ
リ
ー
ズ
（
下
記
参

照
）。

　 

　
　
※

　
　
※

　
校
友
会
（
同
窓
会
）
設
立

115
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に

あ
た
り
、
校
友
会
の
英
知
を

結
集
し
て
記
念
事
業
を
開
催

し
、
17
万
人
の
校
友
の
み
な

さ
ん
と
一
丸
に
な
っ
て
「
未
来

へ
の
大
海
」
へ
帆
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
バ
ン
テ
ィ
響
都
ホ
ー
ル

　「
龍
谷
大
学
心
の
講
座
」

の
講
師
は
、
校
友
会
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
に
用
い
た

陣
容
で
、
主
催
は
龍
谷
大
学

校
友
会
・
龍
谷
大
学
校
友
会

京
都
市
支
部
。共
催
と
し
て
、

読
売
新
聞
社
大
阪
本
社
、
後

援
は
龍
谷
大
学
、
龍
谷
大
学

親
和
会
（
保
護
者
会
）。

〈
開
催
日
と
講
師
＝
予
定
〉

●
第
１
回
＝
５
月
24
日（
土
）

講
師
＝
仁
和
寺
門
跡
の
立
部

祐
道
師
。
エ
ジ
プ
ト
考
古
学

者
の
吉
村
作
治
氏
。

●
第
２
回
＝
６
月
28
日（
土
）

壬
生
寺
貫
主
の
松
浦
俊
海

師
。タ
レ
ン
ト
の
浜
村
淳
氏
。

●
第
３
回
＝
７
月
26
日（
土
）

聖
護
院
門
跡
の
宮
城
泰
年

師
。
俳
優
の
榎
木
孝
明
氏
。

●
第
４
回
＝
９
月
27
日（
土
）

入
澤
崇
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

館
長
。
元
宝
塚
歌
劇
団
で
琵

琶
奏
者
の
上
原
ま
り
氏
。

〈
会
場
〉
龍
谷
大
学
校
友
会

館
響
都
ホ
ー
ル
（
京
都
駅
南

口
前
ア
バ
ン
テ
ィ
９
階
）。

〈
参
加
費
無
料
・
定
員
350
人
〉

〈
申
し
込
み
方
法
〉
校
友
会

事
務
局
へ
メ
ー
ル
（
HP
で

ア
ク
セ
ス
可
）
な
い
し
FAX

０
７
５-

６
４
５-

２
０
１
７

ま
で
。

（
満
席
の
場
合
ご
遠
慮
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

※
第
５
、６
回
講
座
は
次
号

会
報
に
て
。

龍
谷
大
学
校
友
会
（
同
窓
会
）
設
立
115
周
年
記
念
事
業

６
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
予
定

「
龍
谷
大
学 

心
の
講
座
」

　
龍
谷
賞
贈
呈
式
が
昨
年
の

11
月
３
日
、
深
草
・
顕
真
館

で
開
催
さ
れ
た
。
第
24
回
目

と
な
る
龍
谷
賞
に
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
球
団

社
長
の
津
田
敏
一
さ
ん
、
龍

谷
奨
励
賞
に
陶
芸
家
（
社
）

日
本
工
芸
会
会
員
の
鈴
木
徹

さ
ん
、
劇
作
家
・
演
出
家
の

山
口
茜
さ
ん
、
龍
谷
特
別
賞

に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
天

寧
寺
（
北
海
道
旭
川
市
）
住

職
の
永
江
雅
俊
さ
ん
が
選
ば

れ
、多
く
の
校
友
が
祝
っ
た
。

鈴木　徹さん

大学林の同窓会報

山口　茜さん

永江雅俊さん

津田敏一さん

贈
呈
式
で
吹
奏
楽
部
が
演
奏

「龍谷賞」に　津田敏一日本ハム
球団社長

さ
  ん

「龍谷奨励賞」に鈴木徹さんと山口茜さん
「龍谷特別賞」に永江雅俊さん

龍
谷
賞

津
田
敏
一
さ
ん

（
つ
だ
・
と
し
か
ず
）
＝
74

年
法
学
部
法
律
学
科
卒
。
11

年
３
月
、
㈱
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
代
表
取
締

役
に
就
任
し
、
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
を
通
じ
て
北
海
道
民
と
の

交
流
に
尽
力
す
る
と
共
に
、

北
海
道
や
ニ
セ
コ
町
と
地
域

発
展
の
協
定
を
締
結
。
04
年

に
は
台
風
被
害
を
受
け
た
千

歳
か
ら
支
笏
湖
間
の
国
有
林

野
で
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
フ
ァ
ン

と
共
に
植
林
活
動
を
行
い
、

東
日
本
大
震
災
に
は
義
援
金

募
金
活
動
を
チ
ー
ム
を
率
い

て
行
い
、
プ
ロ
野
球
オ
ー
プ

ン
戦
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
試
合

と
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
と
北
海
道
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢

献
。
校
友
会
北
海
道
支
部
の

活
動
に
も
参
加
し
、
活
性
化

に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。鈴

木
　
徹
さ
ん

（
す
ず
き
・
て
つ
）=

87
年
文

学
部
史
学
科
仏
教
史
学
専
攻

卒
。
龍
谷
大
学
卒
業
後
、
京

都
府
の
陶
工
訓
練
校
で
学
ん

だ
あ
と
帰
郷
し
、
父
親
で
志

野
焼
の
人
間
国
宝
・
鈴
木
藏お

さ
む

氏
の
も
と
で
作
陶
を
行
う
。

　
志
野
釉ゆ

う

で
は
な
く
緑り

ょ
く
ゆ
う釉
を

中
心
に
作
品
を
発
表
し
、
91

年
の
日
本
伝
統
工
芸
展
で
初

入
選
し
て
以
来
、
03
年
に
同

展
新
人
賞
、
05
年
に
菊
池
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
大
賞
、
08
年
に

新
作
陶
展
日
本
工
芸
会
賞
、

12
年
に
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞

奨
励
賞
受
賞
。
美
濃
焼
の
ひ

と
つ
の
織
部
焼
独
特
の
緑
色

を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
の
努

力
を
重
ね
る
。

山
口
　
茜
さ
ん

（
や
ま
ぐ
ち
・
あ
か
ね
）
＝

99
年
文
学
部
日
本
語
日
本
文

学
科
卒
。
在
学
中
か
ら
演
劇

を
始
め
、
卒
業
後
「
ト
リ
コ

Ａ
」
を
設
立
し
、
京
都
を
拠

点
に
東
京
、
大
阪
な
ど
で
演

劇
を
上
演
。
03
年
に
Ｏ
Ｍ
Ｓ

戯
曲
賞
大
賞
、
07
年
に
若
手

演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀

賞
を
受
賞
。
07
〜
09
年
に
は

文
化
庁
新
進
芸
術
家
海
外
留

学
制
度
研
修
員
と
し
て
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
滞
在
。
10
年
に

「
女
優
」（
岡
田
茉
莉
子
出

演
）、
11
年
に
「
ポ
ス
ト
ム

ー
ミ
ン
」「
和
知
の
収
穫
祭
」

な
ど
を
手
が
け
、
12
年
に
文

化
庁
芸
術
祭
新
人
賞
。

永
江
雅
俊
さ
ん

（
な
が
え
・
が
し
ゅ
ん
）
＝

69
年
文
学
部
史
学
科
国
史
学

専
攻
卒
。
86
年
の
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
る
ベ

ラ
ル
ー
シ
の
被
曝
し
た
子
ど

も
た
ち
の
里
親
運
動
に
共
鳴

し
、
93
年
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
日
本
ベ

ラ
ル
ー
シ
市
民
友
好
協
会
を

設
立
。
慢
性
放
射
能
障
害
に

苦
し
む
子
ど
も
た
ち
を
毎
年

１
ヶ
月
間
、
18
年
に
わ
た
っ

て
の
べ
89
名
を
北
海
道
の
寺

に
迎
え
る
な
ど
の
里
親
運
動

を
行
う
。

　
ま
た
、
現
地
の
被
爆
地
30

㎞
ゾ
ー
ン
に
17
回
足
を
運
び

調
査
し
、
支
援
物
資
を
手
渡

す
な
ど
、
国
境
を
こ
え
た
活

動
が
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
人
々

の
心
を
う
ち
、
記
録
映
画
と

な
っ
て
北
欧
数
カ
国
で
放
映

さ
れ
た
。

　「
地
球
は
家
族
。
世
界
か

ら
核
兵
器
と
原
発
を
な
く
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
子
ど
も

た
ち
の
願
い
を
、
講
演
や
執

筆
を
通
し
て
国
内
外
に
発
信

し
、
支
援
を
続
行
中
。

龍
谷
奨
励
賞

龍
谷
特
別
賞

受
章
者
の
コ
メ
ン
ト

津
田
敏
一
さ
ん
＝
名
誉
あ
る

賞
を
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
卒
業
し
て
40
年
間
、
プ

ロ
野
球
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
03
年
に
北
海
道
に

移
っ
て
か
ら
10
年
で
４
回
優

勝
。
し
か
し
13
年
は
パ
・
リ

ー
グ
最
下
位
で
し
た
。
今
シ

ー
ズ
ン
は
、
ま
ず
優
勝
す
る

こ
と
を
、
こ
こ
に
お
ら
れ
る

方
々
と
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ま

に
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

鈴
木
　
徹
さ
ん
＝
龍
大
時

代
、
ア
ル
バ
イ
ト
ば
か
り
し

て
い
た
私
に
先
生
（
赤
松
徹

眞
学
長
）
か
ら
、
京
都
府
の

陶
工
訓
練
校
を
す
す
め
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
今
の

自
分
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、

そ
う
で
な
か
っ
た
ら
卒
業

後
、
路
頭
に
さ
ま
よ
っ
て
い

た
で
し
ょ
う
。
今
回
、
私
を

推
薦
い
た
だ
い
た
方
々
と
校

友
会
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
こ
の
賞
を
は
げ
み
に

し
て
、
さ
ら
に
い
い
作
品
を

手
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
口
　
茜
さ
ん
＝
卒
業
し
た

ら
就
職
す
る
つ
も
り
で
い
た

私
に
、
指
導
教
授
の
「
お
前

な
ら
い
け
る
」
と
い
う
お
言

葉
を
は
げ
み
に
、
こ
れ
ま
で

や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
就
職
も
せ
ず
、
さ
ん
ざ

ん
心
配
ば
か
り
か
け
て
き
た

母
に
、
少
し
は
安
心
さ
せ
て

あ
げ
ら
れ
た
か
な
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
こ
と
し
か
考
え

て
こ
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
今

後
は
も
う
少
し
社
会
に
役
立

つ
人
間
に
な
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

永
江
雅
俊
さ
ん
＝
86
年
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
起
こ
っ
た
原
発

事
故
で
約
250
万
人
の
人
々
が

被
曝
さ
れ
ま
し
た
。
風
向
き

の
関
係
で
被
害
は
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
ほ
う
が
大
き
く
、
私
は

こ
れ
ま
で
18
年
間
、
支
援
物

資
を
持
っ
て
現
地
を
訪
れ
、

学
校
や
コ
ル
フ
ォ
ー
ズ
な
ど

を
訪
れ
、
亡
く
な
っ
た
方
々

の
お
墓
に
お
参
り
し
て
き
ま

し
た
。
一
昨
日
、
現
地
に
電

話
し
て
こ
の
賞
の
こ
と
を
伝

え
る
と
、
み
な
さ
ん
本
当
に

喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
龍
谷
大

学
が
所
有
す
る
JR
京
都
駅
八

条
口
駅
前
の
「
龍
谷
大
学
ア

バ
ン
テ
ィ
響
都
ホ
ー
ル
」
を

「
龍
谷
大
学
校
友
会
館
響
都

ホ
ー
ル
」
に
改
名
す
る
旨
の

待
望
の
校
友
会
館

JR
京
都
駅
前
に
設
立
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校友会職域支部の職業会計人グループ（RAS)
主宰の龍大生を対象とした「税理士・公認会計
士業務説明会」で後輩たちを教える桑原さん

反省会雑誌と中央公論

120年をこえる
サークルの歴史

校友会事務局　増田省三

　
龍
谷
大
学
の
中
で
最
も
古

い
サ
ー
ク
ル
は
、
文
化
系
の

文
芸
部
で
す
。
文
芸
部
は

１
８
８
６
年
（
明
治
19
）
に

創
設
さ
れ
、
今
年
で
創
部
128

年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
文
芸
部
が
発
刊
し
た

雑
誌
が
、
の
ち
に
総
合
雑
誌

と
し
て
知
ら
れ
る
「
中
央
公

論
」
に
発
展
し
て
い
き
ま
し

た
。
当
初
は「
反
省
会
雑
誌
」

と
い
う
名
称
で
し
た
。

　
こ
の
「
反
省
会
雑
誌
」
が

誕
生
し
た
背
景
に
は
、
廃は

い
ぶ
つ仏

毀き

釈し
ゃ
く

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
習
合
さ
れ
て
い
た
神
道

と
仏
教
を
分
け
る
た
め
「
神

仏
分
離
令
」を
布
告
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
廃
仏
運
動
が
展

開
さ
れ
、
仏
教
側
は
大
き
な

打
撃
を
う
け
た
の
で
す
。

　
当
時
の
雰
囲
気
を
伝
え
る

記
事
が「
中
央
公
論
50
年
史
」

（
１
９
３
６
年
刊
）
に
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
こ

う
いっ
た
時
代
背
景
の
も
と
、

当
時
京
都
で
は
私
学
の
二
大

勢
力
が
あ
っ
た
。
仏
教
系
龍

谷
大
学
（
当
時
大
学
林
）
と

キ
リ
ス
ト
教
系
の
同
志
社（
当

時
英
学
校
）
で
あ
る
」
と
。

　
つ
ま
り
、
全
国
的
に
展
開

さ
れ
る
仏
教
排
斥
運
動
に
危

機
感
を
も
っ
た
龍
谷
大
学

（
普
通
教
校
）
の
学
生
や
教

員
ら
を
中
心
に
「
禁
酒
も
含

め
、普
段
の
行
い
を
正
そ
う
」

と
「
反
省
会
」
と
名
付
け
て
、

社
会
改
革
運
動
を
起
こ
し
ま

す
。
会
員
が
当
時
、
２
万
名

も
集
ま
っ
た
と
言
わ
れ
、
そ

の
機
関
誌
が「
反
省
会
雑
誌
」

だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
「
反
省
会
雑
誌
」
は
、

創
刊
10
年
目
か
ら
は
、
英
語

版
も
出
す
ほ
ど
の
充
実
ぶ
り

で
し
た
。
初
代
主
筆
は
本
学

卒
業
後
、
東
京
帝
国
大
学
教

授
と
な
り
、
の
ち
に
武
蔵
野

女
子
大
学（
現
武
蔵
野
大
学
）

を
創
設
す
る
高た

か
く
す楠
順じ

ゅ
ん
じ
ろ
う

次
郎
で

す
。
こ
の
「
反
省
会
雑
誌
」

の
執
筆
陣
に
は
、
岡
倉
天
心

や
河
上
清
な
ど
も
加
わ
っ
て

い
ま
す
。

　「
反
省
会
雑
誌
」
は
そ
の

後
、
当
時
本
学
の
東
京
分
校

で
あ
っ
た
高た

か
な
わ輪
仏
教
大
学
に

本
拠
を
移
し
、
１
８
９
９
年

（
明
治
32
）に
は「
中
央
公
論
」

と
名
を
改
め
、
文
芸
欄
を
拡

帳
し
た
総
合
雑
誌
へ
と
発
展

し
て
い
き
ま
す
。

　
大
正
時
代
に
入
る
と
、
執

シリーズ
龍谷大学の
歴史実証⑦

　
私
は
母
子
家
庭
で
育
ち
ま

し
た
。
母
子
家
庭
と
い
う
の

は
、
母
親
が
働
き
に
出
る
家

庭
で
、
父
も
母
も
い
な
い
家

庭
で
す
。
だ
か
ら
私
は
子
ど

も
の
頃
か
ら
「
母
親
に
も
し

も
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
自
分

も
生
き
て
い
け
な
い
の
だ
」
と

思
って
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
気
付
い
た
の

が
、
資
格
で
し
た
。
し
か
も

税
理
士
な
ら
、
敬
意
を
も
っ

校友●Who's Who

桑原知之さ
ん

（くわばら・ともゆき）＝1963年、大阪府生
まれ。経済学部（田口陽一ゼミ）４年生で
日商簿記１級取得85年卒業。90年に大
学院法学研究科修士課程修了。学生時
代から講師を続けながら書籍の執筆に携わ
り、2000年に独立し、ネットスクール㈱を
設立。年商約6億円。「とおるシリーズ」を
はじめとした著書は約50冊で『サクッと講
義』のＤＶＤなども出版。
簿記検定分野で教材開発の第一人者。現
在、全商簿記検定試験の財務会計論の
作問担当。

て
接
し
て
も
ら
え
る
し
、
経

済
的
に
も
安
定
し
、
こ
れ
ま

で
の
状
況
を
変
え
ら
れ
る
と

思
っ
た
の
で
す
。

　
な
に
し
ろ
学
費
を
自
分
で

稼
ぎ
な
が
ら
資
格
を
取
ろ
う

と
い
う
大
学
生
活
で
し
た
か

ら
、
大
変
で
し
た
。
た
だ
、

簿
記
を
学
ぶ
サ
ー
ク
ル
、
税

務
会
計
学
研
究
会
の
メ
ン
バ

ー
と
の
つ
な
が
り
や
切
磋
琢

磨
は
、
本
当
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
し
、
ま
た
私
の
状
況

を
知
っ
た
、
ゼ
ミ
の
田
口
陽
一

先
生
に
は
本
当
に
よ
く
助
け

て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
も
あ

り
が
た
く
思
って
い
ま
す
。

龍
谷
の
花
と
伸
び
な
ん

　
ま
た
私
は
、
龍
谷
大
学
で

学
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

に
「
逍し

ょ
う
よ
う遥

の
歌
」
と
の
出
会

い
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
２

番
の
歌
詞
は
「
行
け
艱か

ん
な
ん難

を

乗
り
越
え
て
、
常

じ
ょ
う
み
ょ
う

命
わ
ず
か

70
年
」
で
始
ま
り
ま
す
。
で

き
れ
ば
、
つ
ら
い
こ
と
は
避
け

た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
人

生
に
は
必
ず
つ
ら
い
こ
と
、

艱か
ん
な
ん難
が
あ
る
こ
と
が
前
提
で
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
行
か
な

い
と
い
け
な
い
。
そ
し
て
い
か

に
栄
耀
栄
華
を
極
め
よ
う
が

泥
水
を
す
す
ろ
う
が
、
命
の

長
さ
は
み
ん
な
大
し
て
変
わ

ら
ず
、
70
年
ほ
ど
し
か
な
い
。

そ
れ
で
も
敢
え
て
「
遙
か
に

聳そ
び

ゆ
る
大
江
の
峰
に
悠
々
と

日
は
昇
る
。
我
ら
龍
谷
の
花

ぞ
伸
び
な
ん
」
と
、
言
って
み

せ
る
。

　
た
し
か
に
会
社
を
経
営
し

て
い
る
と
、
迷
っ
た
り
、
苦
悩

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で

も
そ
れ
を
超
え
る
の
が
人
生

だ
し
、
ま
た
日
々
か
な
ら
ず

チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。
こ
の
「
逍

遙
の
歌
」
は
私
の
人
生
の
応

援
歌
で
す
。

歯
車
を
良
い
方
向
に

　
学
部
３
年
、
４
年
で
、
税

理
士
の
簿
記
論
、
財
務
諸

表
論
に
合
格
し
、
大
学
院

で
、
税
理
士
の
資
格
を
手
中

に
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
思
っ

た
の
が
「
こ
れ
で
俺
、
野
垂

れ
死
に
せ
ん
で
す
む
。
死
ぬ

ま
で
生
き
て
い
け
る
」
で
し
た

（
笑
）。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ

考
え
た
中
で
、
税
理
士
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
世
界
に
は
自
分
よ
り
千
倍

の
金
持
ち
も
い
れ
ば
、
千
倍

貧
し
い
か
た
も
お
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
私
よ
り
千
倍
長
く

生
き
る
人
は
い
ま
せ
ん
し
、

千
分
の一し
か
生
き
ら
れ
な
い

人
も
少
な
い
。
だ
っ
た
ら
、
た

だ
一
度
の
人
生
を
、
時
間
軸

に
基
準
を
置
い
て
考
え
た
ほ

う
が
い
い
。
そ
し
て
、
自
分

が
っ
て
い
け
る
世
の
中
に
し

た
い
と
思
い
、
と
に
か
く
わ

か
り
や
す
い
本
を
書
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
驚
く
ほ
ど
売
れ
た

『
出
題
パ
タ
ー
ン
と
解
き
方
』

な
ど
の「
と
お
る
シ
リ
ー
ズ
」

で
し
た
。本
を
書
い
た
の
は
、

本
と
い
う
の
は
日
本
中
ど
こ

に
い
て
も
同
じ
内
容
で
同
じ

価
格
、
つ
ま
り
平
等
な
媒
体

だ
か
ら
で
し
た
。
そ
し
て
独

立
後
、
今
度
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
っ
て
の
生
講
義
に

よ
る
W
E
B
講
座
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
平

等
に
学
べ
る
環
境
を
作
る
と

い
う
思
い
か
ら
で
、
今
で
は

常
時
千
人
を
超
え
る
受
講
生

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
W
E
B
講
座
で
の

合
格
率
は
、
一
般
の
１
・
５

倍
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
も
っ
と
よ
く
し
た
い
。

近
隣
の
塾
を
見
て
も
個
別
指

導
が
当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ

て
お
り
、
そ
う
い
う
環
境
で

育
っ
た
人
が
資
格
を
学
ぶ
よ

う
に
な
る
。
も
う
十
把
一
か

ら
げ
の
教
室
授
業
の
時
代
で

は
な
い
し
、
さ
ら
に
個
別
化

し
て
授
業
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
と
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
教

育
な
ら
そ
れ
が
で
き
る
と
も

思
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
ど
も
は
明
治
大

学
の
経
理
研
究
所
に
、
１
〜

３
級
の
授
業
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
会
計
士
の
分
野
で
は

中
央
大
学
が
圧
倒
し
て
き
ま

し
た
が
、
昨
年
は
あ
と
一
人

合
格
者
を
出
す
こ
と
で
、
明

治
大
学
が
中
央
大
学
に
並
ぶ

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま

す
。

　
ぜ
ひ
母
校
の
龍
谷
大
学
で

も
す
べ
て
の
学
生
に
、
せ
め
て

日
商
３
級
は
修
得
し
て
も
ら

い
、
数
字
に
強
い
大
学
だ
と
、

世
間
の
評
価
を
高
め
て
ほ
し

い
な
と
願
って
い
ま
す
。

「
逍
遙
の
歌
」は
人
生
の
応
援
歌

最
古
は
創
設
128
年
の

文
芸
部
と
「
中
央
公
論
」

筆
陣
に
菊
池
寛
や
芥
川
龍
之

介
な
ど
も
加
わ
り
、
文
芸
欄

は
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
と

な
り
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
」
の
拠
点
と
な
っ
て
行
き

ま
し
た
。

　
現
在
に
続
く「
中
央
公
論
」

は
こ
の
「
反
省
会
雑
誌
」
時

代
か
ら
の
発
刊
通
し
番
号
を

今
も
使
用
し
て
い
ま
す
。「
中

央
公
論
」
誌
の
礎
は
、
龍
谷

大
学
の
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で

築
か
れ
た
の
で
す
。

　
続
い
て
体
育
系
サ
ー
ク
ル

で
す
。
記
録
に
残
る
最
古
の

サ
ー
ク
ル
は
「
端た

ん
て
い艇

部ぶ

」
（
ボ
ー
ト
部
の
古
称
）
で
す
。

１
８
９
５
年
（
明
治
28
）
に

創
部
さ
れ
、
来
年
に
は
、
120

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
多
く
の
大
学
が
、「
漕そ

う
て
い艇

部
」
や
「
ボ
ー
ト
部
」
と
名

乗
る
と
こ
ろ
が
多
い
中
「
端

艇
部
」
と
い
う
名
称
を
守
っ

て
い
る
の
は
本
学
と
慶
應
義

塾
大
学
な
ど
数
校
だ
け
で

す
。

　

　
１
８
９
６
年
（
明
治
29
）

に
は
学
内
ボ
ー
ト
大
会（
現
・

龍
谷
レ
ガ
ッ
タ
）
が
行
わ
れ

た
記
録
が
あ
り
、
本
学
の
ボ

ー
ト
部
は
、
京
滋
の
大
学
で

は
同
志
社
大
学
（
１
８
９
１

年
創
部
）
に
次
い
で
二
番
目

に
古
く
、
三
番
目
が
京
都
帝

国
大
学（
１
９
０
６
年
創
部
）

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
加
藤
登
紀
子

さ
ん
が
歌
っ
て
ヒ
ッ
ト
し
た

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
歌

は
当
時
の
三
高
（
現
・
京
都

大
学
）
ボ
ー
ト
部
の
歌
と
い

う
理
解
が
一
般
的
で
す
が
、

じ
つ
は
龍
谷
大
学
や
同
志
社

大
学
も
含
め
た
３
校
の
ボ
ー

ト
部
員
の
間
で
歌
い
継
が
れ

て
き
た
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
歌
の
原
曲
は
１
９
１
７

年
（
大
正
６
）
に
作
ら
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歌
詞

を
見
る
と
、
４
番
の
「
仏
の

御み

て手
に
抱
か
れ
て

　
眠
れ
乙

女
子
や
す
ら
け
く
」、
５
番

の
「
汚
れ
の
現う

つ
し
よ世
遠
く
去
り

て
黄こ

が

ね金
の
波
に
い
ざ
漕
が

ん
」
な
ど
仏
教
的
思
想
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
時
、
こ
の
３
校
だ

け
で
は
レ
ー
ス
に
精
彩
を
欠

く
た
め
、
旧
制
の
高
等
学
校

で
し
た
が
１
９
２
３
年
（
大

正
12
）
創
部
の
彦
根
高
商
の

漕
艇
部
（
現
・
滋
賀
大
学
経

済
学
部
）
な
ど
を
加
え
て
、

よ
う
や
く
試
合
ら
し
い
姿
に

な
り
、
今
日
の
朝
日
レ
ガ
ッ

タ
や
瀬
田
レ
ガ
ッ
タ
へ
と
発

展
し
て
行
っ
た
の
で
す
。

　
ま
た
明
治
時
代
後
期
に

は
、
本
願
寺
宗
主
の
大
谷

光こ
う
ず
い瑞
師
が
英
国
で
購
入
さ
れ

た
最
新
の
ボ
ー
ト
が
、
実
妹

で
九
条
公
爵
家
に
嫁
が
れ
た

九
条
武
子
さ
ん
か
ら
、
本
学

の
端
艇
部
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
と
き
武
子
さ
ん
は
、

琵
琶
湖
で
の
進
水
式
に
も
臨

ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
龍
谷
大
学
の

サ
ー
ク
ル
は
、
日
本
の
大
学

の
中
で
も
有
数
の
古
い
歴
史

を
今
に
伝
え
て
い
る
の
で

す
。

体
育
系
最
古
の
端
艇
部

と「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」

ネットスクール㈱社長

が
生
き
た
証
と
し
て
、
で
き

れ
ば
世
の
中
の
歯
車
を
少
し

で
も
良
い
方
向
に
回
し
て
み

た
い
。
せ
め
て
歯
車
に
手
を

か
け
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で

す
。

誰
も
が
平
等
に

　
大
学
院
卒
業
後
も
、
当
時

教
育
機
関
の
あ
る
大
都
市
で

し
か
合
格
者
が
出
な
か
っ
た

簿
記
の
１
級
の
講
師
を
続
け

な
が
ら
、
す
べ
て
の
人
に
平

等
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
よ
う

に
し
た
い
。
頑
張
っ
た
人
が

頑
張
っ
た
分
だ
け
階
段
を
上

省会雑誌 中央 論

　「
龍
谷
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
２
０
１
３
」
が
昨

年
の
11
月
７
日
、
大
阪
新
阪

急
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
龍
谷
大

学
の
つ
な
が
り
を
軸
に
交
流

し
、
情
報
交
換
に
よ
っ
て
卒

業
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
す
る

と
共
に
、
母
校
と
の
産
学
連

携
に
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、

毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　
13
年
度
は
㈱
日
本
ハ
ム
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
代
表
取
締
役
社

長
の
津
田
敏
一
さ
ん
（
２
面

に
記
事
）
が
、「
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
地

域
密
着
経
営
」
に
つ
い
て
講

演
し
た
。
引
き
続
い
て
の
共

同
研
究
事
例
紹
介
で
は
田
中

充
也
さ
ん
（
ト
ラ
ン
ス
ブ
ー

ト
㈱
社
長
）
が
「
研
究
開
発

の
加
速
化
を
求
め
て
―
ト
ラ

ン
ス
ブ
ー
ト
の
事
例
」
と
題

し
て
報
告
。
石
崎
俊
雄
龍
谷

大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
副
長
（
理
工
学
部
教

授
）
と
、
同
セ
ン
タ
ー
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
筒
井
長

徳
さ
ん
の
２
人
が
加
わ
っ

て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
も
120
名
を
こ
え
る
校

友
が
参
加
し
、
大
盛
況
で
あ

っ
た
。

津田敏一日本ハムファイターズ球団社長の講演

龍谷大学経営者ビジネスミーティング
校友120名が情報交換
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約束はやぶれない

２
０
１
３
年
度 

校
友
総
会
開
催

プロフィール
岡部知之（おかべ・ともゆき）＝
87 年（昭和 62）経営学部を卒業。
紳士服のタカキュー㈱を経て 91年
に焼肉バイキングの㈱井筒屋へ。
00 年に同社を「おいしい約束㈱」
に社名変更し、代表取締役社長に就
任。現在、和食や焼肉を中心とした
ビュッフェレストラン「露菴」「す
すめ！ヴァイキング」「デラックス・
デリ」「廻鮮わっしょい鮨」など 26
店舗を展開中。大阪府生まれ。

「おいしい約束㈱」でビュッフェ
レストランチェーンを展開

チベットの仏教世界　もうひとつの大谷探検隊
開催期間2014年4月19日（土）～ 6月8日（日）

経営者登場

岡部  知之さ
ん

　
大
手
紳
士
服
店
か
ら
焼
肉

店
へ
転
身
し
た
岡
部
さ
ん
。

㈱
井
筒
屋
を
社
名
変
更
し
、

00
年
（
平
成
12
）「
お
い
し

い
約
束
㈱
」
の
社
長
に
就
任

し
た
。

　
200
ほ
ど
の
社
名
候
補
か
ら

選
ん
だ
の
が
「
お
い
し
い
約

束
」
で
し
た
。
で
も
、
当
社

に
と
っ
て
は
、
こ
の
名
前
は

厳
し
い
の
で
す
。「
約
束
」は
、

や
ぶ
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

　
も
と
も
と
は
「
す
た
み
な

太
郎
」
と
い
う
焼
肉
バ
イ
キ

ン
グ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店

を
、
広
島
市
や
山
口
県
で
営

業
し
て
い
ま
し
た
。
社
名
変

更
と
共
に
Ｆ
Ｃ
傘
下
か
ら
脱

退
し
、
岡
山
市
や
大
阪
府
の

守
口
市
、
松
原
市
に
出
店
し

て
い
っ
た
の
が
、「
す
す
め
！

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
」
と
い
う
オ

リ
ジ
ナ
ル
店
で
す
。

　
一
般
に
〝
焼
肉
バ
イ
キ
ン

グ
〞
と
い
う
と
肉
ば
か
り
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
当

店
は
違
い
ま
す
。
肉
を
メ
イ

ン
に
し
な
が
ら
、
新
鮮
な
野

菜
、
に
ぎ
り
寿
司
、
総
菜
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
デ
ザ
ー

ト
、
ド
リ
ン
ク
、
好
み
の
味

を
選
ん
で
自
分
で
作
る
ラ
ー

メ
ン
な
ど
、
す
べ
て
食
べ
放

題
で
す
。
お
昼
は
１
２
０
０

円
、
夜
が
１
９
８
０
円
。
別

料
金
で
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
食
べ
放

題
な
ど
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
焼
肉
が
好
き
な
人
も
、

そ
う
で
な
い
人
も
楽
し
め
る

工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。

　
03
年
に
は
旬
菜
創
作
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
「
露ろ

あ
ん菴
」
を
広
島
市

廿
日
市
市
に
開
店
し
ま
し

た
。
野
菜
を
中
心
に
し
た
メ

ニ
ュ
ー
で
、
女
性
に
人
気
が

あ
り
ま
す
。
新
鮮
で
安
心
な

旬
菜
創
作
サ
ラ
ダ
を
15
〜
16

種
類
用
意
し
、
デ
ィ
ナ
ー
は

メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
し

て
、
国
産
豚
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
を
ご
提
供
し
、
ラ
イ
ス
や

パ
ン
、
ピ
ザ
、
ス
イ
ー
ツ
な

ど
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
豊
富
に
と
り
揃
え

て
い
ま
す
。

　
昼
は
１
５
８
０
円
、
夜
は

２
０
０
０
円
。
現
在
、
こ
の

「
露
菴
」
が
出
店
の
中
心
で
、

一
昨
年
に
は
愛
知
県
知
多

市
、
今
年
の
６
月
に
は
三
重

県
桑
名
市
に
出
店
し
ま
す
。

　
日
本
で
は
珍
し
い
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
多
店
舗
展

開
を
経
営
す
る
岡
部
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
難
関

を
乗
り
こ
え
、
現
在
を
築
い

て
き
た
。

　
Ｂ
Ｓ
Ｅ
が
発
生
し
た
と
き

は
、
大
変
で
し
た
。
売
上
が

前
年
比
の
40
％
ダ
ウ
ン
で

す
。
普
通
な
ら
つ
ぶ
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
よ

く
売
っ
て
い
た
の
で
何
と
か

持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
で
も
、
牛
肉
の
仕

入
れ
が
困
難
と
な
り
、
他
の

業
態
を
開
発
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
「
露
菴
」
を

広
く
展
開
し
て
い
き
た
い
の

で
す
が
、
そ
う
簡
単
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
な
に
し
ろ
メ
ニ

ュ
ー
が
豊
富
で
、
し
か
も
和

洋
食
の
プ
ロ
の
料
理
人
を
配

置
し
て
、
難
易
度
の
高
い
料

理
を
、
お
客
様
に
提
供
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
食
品
工
場

で
一
括
し
て
作
っ
た
も
の

を
、
店
で
温
め
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
で
は
な
い
の
で
、
ま

ず
は
人
材
育
成
が
必
要
で

す
。

　
各
店
の
様
子
は
ネ
ッ
ト
カ

メ
ラ
で
確
認
し
、
売
上
は
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
ど
こ
か
ら
で

も
見
ら
れ
る
環
境
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
か

ら
店
の
リ
ア
ル
な
雰
囲
気
や

味
は
感
知
で
き
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
今
、
７
人
の
エ
リ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
各
店
を
回
っ

て
、
店
の
状
態
を
確
認
し
、

指
導
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
人
材
も
、
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
広
島
県
北
部
で
農
業
生
産

法
人
を
立
ち
上
げ
、
こ
こ
で

生
産
さ
れ
た
野
菜
が
「
お
い

し
い
約
束
」
の
店
で
使
用
さ

れ
て
い
る
。

　
す
べ
て
自
社
生
産
で
は
な

い
の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
技

術
を
高
め
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。
食
の
安
心
・
安

全
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、

我
々
外
食
産
業
も
生
産
を
手

が
け
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と

だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
来
春
、
龍
谷
大
学
に
農
学

部
が
誕
生
す
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
が
、「
近
大
マ
グ
ロ
」

の
よ
う
に
、
龍
谷
大
学
が
育

て
た
農
作
物
を
当
店
で
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
の

も
、
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
時
期
、
外
食
や
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
の
チ
ェ
ー
ン
店

が
、
い
っ
き
に
全
国
に
広
が

り
ま
し
た
が
、
今
、
消
費
者

が
求
め
て
い
る
の
は
、
価
格

以
上
の
価
値
で
す
。
外
食
に

対
す
る
お
客
様
の
成
熟
度

が
、
ず
い
ぶ
ん
増
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
確
実

に
対
応
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
そ
れ
だ

け
手
の
こ
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を

準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

　
目
標
は
、
や
っ
ぱ
り
「
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
」
で
す
。

他
の
企
業
の
追
随
を
許
さ
な

い
た
め
に
は
、
お
客
様
の
目

線
で
常
に
厳
し
く
見
て
、
足

り
な
い
と
こ
ろ
は
積
極
的
に

補
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
、
手
に
届

く
ぜ
い
た
く
感
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
、
期
待
度
が
高
い

お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

く
、
そ
う
い
う
努
力
を
、
グ

ル
ー
プ
全
体
800
人
の
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝

電
を
打
ち
ま
す
。
受
付
は
、

校
友
会
事
務
局
ま
で
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

　 

氏
名
　
　    

卒
年   

式
月
日

♠
小
笠
　
大
作 

10 

営 

12
年
12-

16

♥
本
城
加
奈
恵 

10 

社

　
小
髙
　
正
憲 

95 

文 

13
年
９-

８

　
本
廣
香
代
子 

04 

社 

９-

８

　
橋
本
　
智
弘 

03 

営 

９-

21

♠
増
田
謙
太
郎 

09 

済 

9-

21

♥
木
野
　
千
春 

11 

営

♠
山
手
　
紹
輔 

06 

営 

10-

6

♥
長
田
　
遵
代 

07 

文

　
平
野
の
ぞ
み 

08 

短 

10-

13

　
大
西
　
香
理 

09 

国
際 

10-

13

♠
武
藤
　
將
　 

11 

営 

11-

3

♥
森
　
　
静
香 

09 

短

　
若
松
　
優
也 

09 

社 

11-

４

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小
笠
さ
ん（
右
）と
本
城
さ
ん

写真のような祝電が
学長名・校友会長名
で１通ずつ届きます 

新刊紹介
　
逆
賊
か
忠
臣
か
―
―
６
世

紀
に
突
然
現
れ
、
渡
来
人
の

先
端
技
術
に
よ
り
、
天
皇
を

も
凌
ぐ
力
を
持
っ
た
蘇
我
氏

は
、
な
ぜ
一
夜
で
滅
ん
だ
の

か
。
天
皇
と
豪
族
の
関
係
か

ら
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
情
勢

ま
で
を
も
視
野
に
入
れ
て
考

察
し
た
歴
史
書
。

　
新
書
判
２
３
０
頁
・
文
藝

春
秋
・
７
４
０
円
＋
税

　
５
世
紀
に
ヤ
マ
ト
王
権
の

内
政
・
外
政
を
主
導
し
、
天

皇
（
倭
国
王
）
と
並
ぶ
権
勢

を
誇
っ
た
葛
城
氏
。
そ
の
基

盤
は
現
在
の
御
所
市
・
葛
城

　
龍
谷
大
学
の
短
期
大
学
部

長
、
仏
教
文
化
研
究
所
々
長

を
歴
任
し
、
本
願
寺
派
勧
学

で
も
あ
る
著
者
に
よ
る
龍
谷

大
学
仏
教
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ

リ
ー
ズ
「
仏
教
と
人
生
の
課

題
」。「
ど
う
し
て
人
を
殺

し
て
は
い
け
な
い
の
で
す

か
？
」
か
ら
「
生
か
さ
れ
て

生
き
る
」「
人
を
殺
し
て
は

い
け
な
い
仏
教
学
的
理
由
」

な
ど
、
12
編
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
Ａ
５
判
72
頁
・
探
究
社
・

３
５
０
円
＋
税

謎
の
古
代
豪
族
葛
城
氏

平
林
章
仁
（
71
年
文
卒
）

生
か
さ
れ
て
生
き
る

淺
田
正
博
（
78
年
文
院
了
）

謎
の
豪
族 

蘇
我
氏

水
谷
千
秋
（
89
年
文
院
了
）

春季特別展

　20 世紀初頭、浄土真宗本願寺派・西本願寺の第 22 世宗主・
大谷光瑞師（1876 ～1948 年）は２人の若き学僧、青木文教（滋
賀県出身）と多田等観（秋田県出身）をチベットへと送り出した。
チベットに生きた仏教の実態を探るための留学生活であった。
　今回の特別展では、２人のゆかりの資料や絵像など約130 件
を展示する。主な出品資料は、チベット僧として修行した多田等
観が、ダライ・ラマ１３世から贈られた「釈尊絵伝」（25 幅）を
関西で初公開。また、青木文教が持ち帰ったラサ鳥瞰図（龍谷
大学）や２人がもたらした経典、法衣や当時の現地の写真のほ
か、チベットの仏教美術のなかでも12 世紀頃の古い仏像を中心
に「チベットの仏教世界」に迫る。
　2014 年は、大谷探検隊の中央アジア第３次調査隊の帰還か

ら100 年にあたる。龍谷ミュー
ジアムでは、“春も秋も大谷探
検隊 ”として秋季特別展でも大
谷探検隊に注目し、大谷探検
隊の活動や隊員たちの熱き思い
を紹介する予定。
休館日：毎週月曜日と5月7日（但
し 4月28日、5月5日は開館）
開館時間：10:00 ～ 17:00（入
館は 16:30まで）
問い合せ：龍谷ミュージアム　
０７５－３５１－２５００
※校友の特典として、一般入
館料 1,000 円を割引料金 800
円で入館。ミュージアム受付
で「校友会報」をご提示くだ
さい。釈尊絵伝 本尊（綿本着色

  17世紀頃　花巻市博物館）

市
で
あ
っ
た
。
葛
城
氏
滅
亡

後
、
祖
を
同
じ
く
す
る
蘇
我

氏
は
、
な
ぜ
か
そ
の
地
に
執

着
し
た
。
葛
城
氏
の
実
像
と

盛
衰
を
明
ら
か
に
す
る
と
共

に
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
実
態
に

せ
ま
る
。

　
新
書
判
２
８
０
頁
・
祥
伝

社
・
８
２
０
円
＋
税

若い女性に人気の「露菴」

　
桝
本
　
恭
子 

02 

社 

11-

２

　
片
山
　
敦
子 

07 

社 

11-

10

　
藤
井
　
祥
子 

04 

文 

11-

16

♠
高
木
　
一
真 

10 

社 

12-

7

♥
山
本
　
千
景 

10 

済

　
平
野
　
尚
洋 

01 

済 

14
年
１-

12

　
井
川
美
濃
里 

06 

文 

１-

18

♠
鳥
居
　
良
寛 

08 

法 

1-

18

♥
宮
垣
　
志
帆 

06 

文

　
倉
田
　
康
寿 

07 

社 

２-

１

♠
堀
川
　
洋
平 

11 

理 

２-

１

♥
黒
川
　
茜
　 

11 

社

　
泉
　
　
直
子 

99 

文 

２-

16

　
西
脇
未
佐
子 

07 

営 

２-

22

　
髙
田
　
大
輔 

07 

社 

３-

21

　
北
本
　
美
穂 

11 

済 

３-

22

　
13
年
度
の
「
校
友
総
会
」

が
「
龍
谷
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
・
デ
ー
」
開
催
中
の
11

月
３
日
午
前
11
時
よ
り
深

草
・
顕
真
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
山
本
雅ま

さ
の
ぶ敍

校
友
会
事
業
部

会
長
の
司
会
に
よ
り
、
村
上

太
胤
校
友
会
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
議
事
を
進
行
。
続

い
て
樽
井
博
校
友
会
総
務
部

会
長
に
よ
り
12
年
度
校
友
会

事
業
報
告
と
決
算
報
告
が
行

わ
れ
、
大
西
耕
太
郎
校
友
会

監
事
が
監
査
報
告
。
続
い
て

樽
井
総
務
部
会
長
が
13
年
度

の
校
友
会
基
本
方
針
、
予
算

説
明
を
行
っ
た
。
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校　友
最前線

　
２
０
１
０
年
法
学
部
を
卒
業
。
現
在
、
株
式
会
社
キ
ー
エ
ン
ス
に
勤
務
す
る
近

藤
さ
ん
は
、
出
逢
っ
た
人
や
機
会
に
よ
っ
て
学
び
、
そ
こ
で
の
気
づ
き
を
〝
友
人
〞

と
共
有
し
お
互
い
が
輝
け
る
よ
う
に
、道
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
く
ま
し
さ
を
持
っ

た
若
き
校
友
で
す
。
そ
ん
な
近
藤
さ
ん
の
描
く
将
来
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

近
藤 

友
輝
さん

２
０
１
０
年
法
学
部
卒

株
式
会
社
キ
ー
エ
ン
ス
勤
務

素
直
で
あ
る
よ
う
に

―
―
学
生
時
代
に
印
象
に
残

っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
元
々
は
消
防
士
志
望
で
し

た
が
、
英
語
が
得
意
だ
っ
た

の
で
選
択
し
た
「
英
語
専
修

ク
ラ
ス
」
で
、
龍
大
の
独
自

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
B
I
E

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
す
す
め
ら

れ
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
ま

し
た
。５
ヶ
月
間
で
し
た
が
、

単
に
「
楽
し
か
っ
た
」
だ
け

で
終
わ
ら
せ
ず
、
本
来
の
目

的
を
叶
え
る
た
め
心
を
鬼
に

し
て
一
人
こ
も
っ
て
勉
強
を

し
た
り
（
笑
）
現
地
の
方
々

と
交
流
す
る
こ
と
に
努
め
ま

し
た
。

　
見
知
ら
ぬ
土
地
で
も
飛
び

込
ん
で
い
く
自
信
と
と
も

に
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
ア
メ
リ
カ

で
の
出
逢
い
と
経
験
が
、
大

き
な
転
機
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
ど
ん
な
就
活
を
し
て
今

に
？

　
就
活
の
始
め
に
（
あ
る
会

社
を
志
望
し
た
い
と
相
談
し

た
ら
「
龍
大
か
ら
は
前
例
が

な
い
か
ら
無
理
だ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
が
原

動
力
と
な
っ
て
「
で
は
自
分

が
前
例
を
作
り
ま
す
」
と
言

っ
て
、
人
一
倍
真
剣
に
本
気

で
就
活
を
楽
し
み
な
が
ら
行

っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
会
社
は
最
終
面
接
ま

で
進
み
ま
し
た
が
、
キ
ー
エ

ン
ス
の
社
員
の
方
は
ど
な
た

に
会
っ
て
も
「
す
ご
い
！
こ

の
人
！
」
と
思
え
る
人
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
、
最
終
的
に

キ
ー
エ
ン
ス
に
決
め
ま
し

た
。
現
在
も
社
内
で
そ
う
思

い
続
け
ら
れ
る
の
で
、
キ
ー

エ
ン
ス
を
選
ん
で
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
将
来
は
ど
ん
な
自
分
を

描
い
て
い
ま
す
か
？

　
学
生
時
代
の
留
学
や
勉
強

会
、
講
演
会
な
ど
の
機
会
に

知
り
合
っ
た
方
々
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
や
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
尊
敬
で
き
る

方
に
も
出
逢
え
ま
し
た
。

　
今
は
上
司
が
決
め
た
方
針

に
従
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
仕
組
み
や
枠
組

み
を
作
る
立
場
に
な
っ
て
経

験
を
積
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
キ
ー
エ
ン
ス
は
若
く
て

も
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に

で
き
ま
す
し
、
将
来
、
自
分

で
何
か
を
興
す
時
に
は
、
こ

の
経
験
が
必
ず
役
に
立
つ
と

思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今

の
環
境
の
中
で
さ
ら
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も

「
素
直
で
あ
る
こ
と
」
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
留

学
中
に
他
国
の
人
と
接
す
る

と
き
に
「
自
分
は
こ
ん
な
人

間
だ
」
と
素
直
に
さ
ら
け
出

す
こ
と
で
、
信
頼
関
係
を
ス

ム
ー
ズ
に
築
け
る
こ
と
を
体

感
し
た
か
ら
で
す
。

　
今
後
も
そ
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
前
に
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ブラジル経済を日本に発信
海
外
で
活
躍

　
　
　
　
　
す
る
校
友

サンパウロ在住

美代 賢志さ
ん

（
み
よ
・
け
ん
じ
）
＝
70
年
大
阪
府
交
野
市
出
身
。

94
年
社
会
学
部
社
会
学
科（
高
島
昌
二
ゼ
ミ
）卒
。

在
学
中
、
学
友
会
の
イ
ヤ
ー
ブ
ッ
ク
委
員
会
に

所
属
。
卒
業
と
共
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
の
現
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
社
に
就
職
。

そ
の
後
、
同
国
の
出
版
社
、
経
済
研
究
所
を
経

て
独
立
し
、
日
系
企
業
を
中
心
に
各
種
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

―
―
な
ぜ
ブ
ラ
ジ
ル
へ
？

　
も
と
も
と
田
舎
育
ち
で
、

田
舎
な
ら
世
界
の
ど
こ
で
も

よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま

た
ま
学
生
時
代
、
大
学
の
先

輩
の
企
画
に
参
加
し
て
ブ
ラ

ジ
ル
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の

と
き
世
界
最
大
の
湿
地
パ
ン

タ
ナ
ー
ル
に
接
し
、
興
味
を

持
っ
た
こ
と
と
、
現
地
の
日

本
語
新
聞
社
と
つ
な
が
り
が

で
き
た
こ
と
か
ら
卒
業
後
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
就
職
し
ま
し

た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
に
何
度
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
国
柄
で
、
そ
の
よ

う
な
生
き
方
に
魅
力
を
感
じ

る
人
に
は
暮
ら
し
や
す
い
国

で
す
ね
。

―
―
今
、
現
地
で
何
を
？

　
ブ
ラ
ジ
ル
に
進
出
し
た
日

系
企
業
へ
ニ
ュ
ー
ス
を
配
信

す
る
会
社
を
設
立
、
市
場
調

査
や
翻
訳
、通
訳
を
は
じ
め
、

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
に
記
事
を

提
供
し
た
り
、
日
本
の
テ
レ

ビ
局
の
取
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
７
年
か
ら
ニ
ッ
ケ

イ
新
聞
経
済
欄
の
ス
ポ
ン
サ

ー
と
な
り
、
経
済
記
事
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
関
係

で
、
こ
の
紙
面
の
一
角
を
借

り
て
、
龍
谷
大
学
同
窓
会
南

米
支
部
結
成
の
PR
も
し
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
に
は
文
学
部

出
身
の
故
・
山
里
ア
ウ
グ
ス

ト
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
南
米
に
腰
を
落
ち
着
け

る
校
友
が
少
な
い
の
が
現
状

で
す
。
単
に
校
友
が
集
う
だ

け
で
な
く
、
両
国
間
の
産
学

連
携
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
学
と

の
共
同
研
究
の
お
手
伝
い
な

ど
、
同
窓
会
が
国
際
的
な
活

動
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と

で
発
展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

―
―
今
後
の
目
標
は
？

　
ま
ず
は
今
の
仕
事
、
つ
ま

り
ブ
ラ
ジ
ル
に
進
出
し
て
い

る
日
系
企
業
、
あ
る
い
は
こ

れ
か
ら
進
出
を
考
え
て
お
ら

れ
る
日
本
企
業
の
お
手
伝
い

を
、
し
っ
か
り
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
す
。
こ
の
仕
事

を
通
じ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日

本
の
絆
が
深
ま
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
後
進
国
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
世

界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
経

営
者
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

市
で
通
勤
な
ど
に
利
用
さ
れ

天
台
宗
の
宗
務
総
長
に

木
ノ
下
寂
俊
さ
ん
就
任

　
昨
年
の
11
月
11
日
、
天
台

宗
（
総
本
山
延
暦
寺
＝
大
津

市
）
の
宗
務
総
長
に
木
ノ
下

寂
俊
さ
ん
（
70
年
文
卒
）
が

就
任
し
た
。
木
ノ
下
さ
ん
は

京
都
市
東
山
区
の
方
広
寺

住
職
で
天
台
宗
五
箇
室
門
跡

の
ひ
と
つ
の
妙
法
院
執
事
長
、

天
台
宗
宗
会
議
員
を
歴
任
。

校
友
会
京
都
市
支
部
の
代
表

幹
事
で
も
あ
る
。

　
自
坊
の
方
広
寺
は
江
戸
初

校
友
短
信

深
草
に
147
名
が
集
う

　
昨
年
の
10
月
13
日
、
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
で
吟ぎ

ん
え
い詠
サ
ー
ク

ル
「
龍
吟
会
」
創
立
50
周
年

記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
卒
会
生
119
名
、
現
役
部
員

10
名
を
含
め
、
内
外
の
関
係

者
147
名
が
集
い
、
盛
大
に
50

周
年
を
迎
え
た
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。
当
日
は
顕

真
館
で
記
念
発
表
会
「
吟
詠

の
集
い
」
と
記
念
式
典
を
行

い
、
大
学
の
学
生
部
、
校
友

会
の
代
表
者
が
祝
辞
を
述
べ

て
い
た
だ
き
、
功
労
者
の
初

代
部
員
・
片
岡
三
蔵
さ
ん

（
現
師
範
）
と
３
代
目
の
有

木
敏
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
３
号
館
地
下
食
堂

で
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
愛
唱
歌
や
逍
遙
の
歌
と

共
に
、
今
後
の
龍
大
と
龍
吟

会
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。

（
事
務
局
長
＝
渡
辺
信
康
）

期
に
大
坂
冬
の
陣
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
梵
鐘
が
あ
る
寺
院

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

中
垣
顕
實
さ
ん
が

Ｎ
Ｙ
仏
教
連
盟
会
長
に

　
85
年
（
昭
和
60
）
に
龍
谷

大
学
海
外
開
教
使
課
程
を
修

了
し
て
渡
米
し
た
中
垣
顕
實

さ
ん
（
83
年
文
卒
）
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
連
盟
の
会

長
に
就
任
し
た
。

　
01
年
の
「
９
・
11
」
当
時
、

中
垣
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

本
願
寺
の
主
任
開
教
使
で
、

異
宗
教
間
の
対
話
に
取
り
組

み
、
平
和
の
集
い
を
開
催
し

て
き
た
。
今
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
仏
教
連
盟
会
長
と
し
て
、

仏
教
の
宗
派
を
こ
え
て
精
力

的
に
活
動
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・

セ
ン
タ
ー
の
副
会
長
も
務
め

る
。

ＮＹでの中垣さん（左から２人目）

「
龍
吟
会
」
50
周
年
を
祝
う

る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
東
京

よ
り
も
多
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
次
ぐ
規
模
で
す
。
こ
う
し

た
ブ
ラ
ジ
ル
の
二
面
性
も
、

伝
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
で
も
し

日
伯
が
対
戦
し
た
と
き
は
？

　
日
本
代
表
の
実
力
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
な
ら
ト
ッ
プ
の
ク
ラ

ブ
の
２
軍
ぐ
ら
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
両
国
の
代
表
に

は
そ
れ
ぐ
ら
い
実
力
の
差
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
日
本
が
勝

つ
こ
と
に
は
期
待
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
負
け
て
も
見
せ
場
を
つ
く

っ
て
見
ご
た
え
の
あ
る
試
合

な
ら
、
日
本
人
と
し
て
胸
を

張
れ
ま
す
。日
本
が
勝
て
ば
、

嬉
し
い
で
す
が
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
市

美
代
さ
ん
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

番
組
収
録
後
、
楽
屋
で
酒
盛
り
。
右
か
ら
西
山
さ
ん
、

た
か
じ
ん
さ
ん
、
林
さ
ん

　
や
し
き
た
か
じ
ん
（
家
鋪
隆
仁
）

さ
ん
が
１
月
３
日
に
亡
く
な
っ
た
。
逝

去
を
報
じ
る
新
聞
記
事
に
「
１
９
４
９

年
、
大
阪
市
生
ま
れ
。
龍
谷
大
学
経

済
学
部
中
退
」
と
あ
っ
た
。

　
た
か
じ
ん
さ
ん
は
桃
山
学
院
大
学

に
１
年
通
っ
た
あ
と
、
翌
69
年
（
昭

和
44
）
に
受
験
し
、
龍
大
生
と
な
っ

た
。所
属
し
た
の
は
学
友
会
放
送
局
。

同
期
に
は
林
伸
一
郎
さ
ん
（
朝
日
放

送
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
と
西
山
信
行

さ
ん
（
龍
大
職
員
）
が
い
た
。

　
03
年
（
平
成
15
）
４
月
８
日
、
毎

日
放
送
の
テ
レ
ビ
番
組
「
た
か
じ
ん

ワ
ン
マ
ン
」
の
収
録
が
行
わ
れ
た
。

こ
こ
に
登
場
し
た
の
が
、
林
伸
一
郎

さ
ん
と
西
山
信
行
さ
ん
だ
っ
た
。

　「
放
送
局
に
入
る
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

志
望
の
林
が
お
っ
た
。
当
時
、
大
学

は
学
園
紛
争
の
真
っ
直
中
。
で
も
放

送
原
稿
を
大
学
当
局
に
見
せ
な
い
と

あ
か
ん
。
学
校
を
封
鎖
す
る
前
に
、

放
送
局
を
封
鎖
や
、
行
く
ど
ー
と
時

間
を
き
め
て
待
ち
合
わ
せ
た
ら
、
来

た
の
は
林
だ
け
。
二
人
で
鴨
川
沿
い

を
歩
き
な
が
ら
、
林
お
ま
え
ど
う
す

る
ね
ん
。
俺
は
歌
手
に
な
る
。
が
ん

ば
ろ
う
」
と
、
た
か
じ
ん
さ
ん
。

　
そ
し
て
林
さ
ん
。「
僕
は
ど
う
し
よ

う
か
迷
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、〝
お
前

が
司
会
す
る
番
組
に
俺
が
ゲ
ス
ト
歌

手
で
出
よ
う
や
な
い
か
〞
と
い
う
彼
の

ひ
と
こ
と
で
、
ダ
メ
モ
ト
で
い
い
か

ら
と
決
心
し
た
ん
で
す
」

　
番
組
は
、
た
か
じ
ん
さ
ん
が
出
し

た
最
初
の
曲
「
娼
婦
和
子
」
を
紹
介

す
る
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
は
「
一
枚
目

お
買
い
上
げ
合
掌
　
林
君
へ
　
や
し

き
た
か
じ
ん
」
と
あ
っ
た
。

　
や
が
て
実
力
派
歌
手
、
朝
日
放
送

の
看
板
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
な
る
二
人

を
育
ん
だ
龍
谷
大
学
、
そ
し
て
放
送

局
。
た
か
じ
ん
さ
ん
は
番
組
の
最
後

で
こ
う
話
し
た
。

　「
こ
の
仕
事
や
っ
て
て
よ
か
っ
た

な
と
、
こ
う
い
う
と
き
に
感
じ
ま
す

ね
。
感
謝
の
言
葉
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
」

龍
大
生
や
し
き
た
か
じ
ん
さ
ん
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グ
・
デ
ー
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瀬
田
と
深
草
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

　
恒
例
と
な
っ
た
「
龍
谷
大

学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ

ー
」
が
、
学
園
祭
開
催
中
の

瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
13
年
10

月
26
日
）
と
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
（
13
年
11
月
３
日
）
で
開

催
さ
れ
た
。

「
研
究
室
公
開
」に
人
気

　
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
今

回
、
理
工
学
部
同
窓
会
20
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
、
社
会

学
部
同
窓
会
に
よ
る
「
卒
業

15
年
目
の
集
い
」
が
同
日
開

催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
例

年
に
な
く
家
族
連
れ
の
姿
が

目
立
っ
た
。

　
ま
た
、
瀬
田
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
・
デ
ー
で
人
気
が
高
い

の
が
、
理
工
学
部
（
数
理
情

報
学
科
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
学

科
・
電
子
情
報
学
科
・
機
械

シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
物
質
化

学
科
・
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
工
学
科
）
６
学
科
の
「
研

究
室
公
開
」
だ
。
ロ
ボ
ッ
ト

と
遊
ん
だ
り
、
太
陽
電
池
の

作
り
方
や
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

が
出
展
さ
れ
て
い
た
り
す

る
。
中
で
も
子
ど
も
た
ち
が

テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
を
体
験

で
き
る
研
究
室
は
、
親
子
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
好

評
を
博
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、
野
外
の

ふ
た
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
存
分

に
使
っ
て
の
、
華
や
か
な
雰

囲
気
は
、
広
大
な
瀬
田
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ら
で
は
の
も
の
。

学
生
の
ラ
イ
ブ
を
堪
能

　
一
方
、
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

の
〝
目
玉
〞
は
、
吹
奏
楽
部

と
バ
ト
ン
チ
ア
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ

Ｔ
Ｓ
の
ラ
イ
ブ
で
あ
る
。
演

奏
時
間
が
近
づ
く
と
、
会
場

の
顕
真
館
に
次
々
と
校
友
が

姿
を
見
せ
る
。

　
ま
た
、
紫
英
館
６
階
グ
リ

ル
に
は
卒
業
20
年
以
上
の
校

友
の
た
め
に
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
が
用
意
さ

れ
、
校
友
同
士
や
先
生
が
た

と
の
再
会
で
、話
が
は
ず
む
。

　
午
後
２
時
か
ら
の
深
草
発

「
西
本
願
寺
・
飛
雲
閣
見
学

ツ
ア
ー
」
も
人
気
が
高
い
。

チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
が
用
意
さ

れ
、
先
着
50
名
。
西
本
願
寺

で
は
、
職
員
の
案
内
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

今
秋
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

・
デ
ー
開
催
予
定

10
月
25
日
（
土
）
＝
瀬
田

11
月
2
日
（
日
）
＝
深
草

瀬
田
の
模
擬
店

吹
奏
楽
部
の
演
奏

設立メンバーの一人
渡辺さん

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

研
究
室
公
開校友からの便り

　
吹
奏
楽
部
の
OB
・
OG
総
会

を
昨
年
の
11
月
16
日
、
瀬
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し

た
。
吹
奏
楽
部
OB
・
OG
会
は
、

こ
れ
ま
で
存
在
は
し
て
い
た

も
の
の
、
長
い
間
、
総
会
な

ど
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
後
輩
部
員

た
ち
が
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
め
ざ
ま
し
い
活
躍

吹
奏
楽
部
出
身
890
人
の

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
を
結
成

龍
谷
大
校
友
が
立
ち
上
げ

　
　  

「
バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈
良
」

を
し
て
い
る
今
こ
そ
、
OB
・

OG
会
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い

う
気
運
が
高
ま
り
、
今
回
の

総
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
大
教
室
に
約
100
人
の
吹
奏

楽
部
出
身
者
が
集
ま
り
、
ま

ず
現
状
に
見
合
う
よ
う
に
会

則
を
改
め
、
今
後
の
活
動
方

針
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
吹
奏
楽
部
出
身
者

は
全
国
に
約
890
人
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
齢
層
が
幅
広

く
、
相
互
の
交
流
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
状
態
を
克
服
す

る
の
が
、
ひ
と
つ
の
課
題
で

し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
私
た
ち
は

瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
吹
奏
楽

部
の
練
習
場
を
訪
れ
、
後
輩

部
員
の
練
習
を
見
学
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
楽
器
を
持
参

し
た
OB
・
OG
た
ち
も
加
わ
り
、

即
席
の
合
同
演
奏
会
と
な
り

ま
し
た
。
次
に
会
場
を
生
協

食
堂
に
移
し
て
、
懇
親
会
と

な
り
、
OB
・
OG
一
同
が
今
後
、

現
役
部
員
を
支
え
て
い
く
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
現

役
部
員
に
と
っ
て
は
、
頼
も

し
い
味
方
が
で
き
た
と
思
え

る
よ
う
、
尽
力
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

会
長
・
熊
谷
正
明

（
83
年
文
卒
）

現
役
学
生
と
合
同
演
奏

瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
総
会

深
草
で
の
「
教
龍
会
」

2月5日、赤松学長と村上会長も参加

　
奈
良
県
初
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
「
バ
ン
ビ
シ
ャ
ス

奈
良
」
を
立
ち
上
げ
、
昨
年

プ
ロ
バ
ス
ケ

ッ
ト
チ
ー
ム

７
月
か
ら
の
Ｂ
Ｊ
リ
ー
グ

（
日
本
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
）に
認
可
さ
れ
、

参
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
の
チ
ー
ム
の
設
立
は
05

年
か
ら
着
手
さ
れ
、
立
ち
上

げ
メ
ン
バ
ー
４
人
の
う
ち
私

と
小
池
浩
司
（
95
年
法
卒
）

の
２
人
が
龍
谷
大
学
出
身
者

で
す
。
さ
ら
に
昨
年
４
月
か

ら
下
田
直
人
（
13
年
営
卒
）、

７
月
に
は
細
川
学
（
02
年
文

卒
）
が
加
わ
り
、「
バ
ン
ビ

シ
ャ
ス
奈
良
」
を
支
え
て
い

ま
す
。

　「
バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈
良
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
①
「
奈

良
」
を
楽
し
め
る
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
を
創
る
②
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
す
る
③
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与

え
る
―
―
こ
の
３
つ
で
す
。

　
や
が
て
奈
良
県
民
の
方
々

や
他
の
チ
ー
ム
、
全
国
、
世

界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
わ
く
わ

く
と
す
る
よ
う
な
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
チ
ー
ム
へ
と
成
長
を
遂

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
こ
の
「
バ
ン
ビ

シ
ャ
ス
奈
良
」
に
ご
注
目
い

た
だ
き
、
校
友
の
皆
様
の
熱

い
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。渡

辺
　
淳じ

ゅ
ん

（
95
年
法
卒
）

　「
教
龍
会
」
は
、
教
壇
で

活
躍
す
る
「
龍
谷
大
学
卒
業

生
の
会
」
と
し
て
、
１
９
９
５

年
に
発
足
し
、
現
在
、
教
職

に
就
い
て
い
る
方
を
会
員
と
し

て
い
ま
す
。

　
同
じ
学
舎
で
学
ん
だ
者
同

士
が
教
育
実
践
の
交
流
を
行

い
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を

会
の
趣
旨
と
し
、
気
軽
に
交

流
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
会
で
は
年
１
回
の
機
関
誌

発
刊
、
隔
年
で
総
会
・
実
践

交
流
会
を
開
催
し
、
教
員
志

望
の
現
役
の
学
生
も
交
え
て

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
が
総
会
・
実
践
交
流

会
の
開
催
年
で
あ
り
、
本
学

大
宮
学
舎
に
お
い
て
２
０
１
４

年
８
月
10
日
（
日
）
に
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
教
龍
会
」
は
、

大
学
の
教
職
課
程
教
室
に
事

務
局
を
置
き
運
営
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
会
の
更
な
る

発
展
を
考
え
、
今
後
は
校
友

会
職
域
支
部
組
織
と
し
て
活

動
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
よ
り
多
く
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
教

龍
会
を
ご
存
知
で
な
く
、
参

加
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
入
会
の
希
望
、
お
問
い
合

わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

龍
谷
大
学
教
職
セ
ン
タ
ー

（
０
７
５-

６
４
５-

３
７
４
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

「
教
龍
会
」会
員
募
集

教
壇
で
活
躍
す
る
龍
大
卒
業
生
の
会

　
龍
谷
大
学
の
公
認
サ
ー
ク

ル
「
テ
ニ
ス
同
好
会
Ｋ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
」
が
創
設
30
周
年
を
迎

え
、
全
国
か
ら
OB
・
OG
約
80

人
が
集
い
、
10
月
19
日
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
で
祝
賀
会
を
開

催
し
た
。
こ
の
と
き
同
サ
ー

ク
ル
の
卒
業
生
か
ら
声
が
上

が
り
、
大
学
へ
の
恩
返
し
と

い
う
意
味
あ
い
を
込
め
て
、

参
加
費
の
一
部
が
、
校
友
会

に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
12
月
12
日
、
同

サ
ー
ク
ル
創
設
者
で
、
初

代
OB
会
長
の
寺
岡
正
剛
さ

ん
（
87
年
営
卒
）
と
現
役
部

員
の
薄
永
和
人
さ
ん
（
法
４

回
生
）
が
校
友
会
事
務
局
で

テニス同好会KIDS
創設30周年を機に校友会に寄付金

村
上
太
胤
校
友
会
長
に
寄
付

金
を
手
渡
し
た
。

　
同
サ
ー
ク
ル
の
OB
会
は
約

520
名
の
卒
業
生
で
組
織
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
寄
付
は
30

周
年
記
念
総
会
で
決
定
さ
れ

た
。
な
お
、
京
都
を
中
心
に

活
躍
す
る
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
武
藤
智
洋
さ
ん

（
99
年
文
卒
）
も
同
サ
ー
ク

ル
の
出
身
者
で
あ
る
。

　
校
友
会
に
と
っ
て
は
サ
ー

ク
ル
の
OB
・
OG
会
か
ら
の
寄

付
は
は
じ
め
て
こ
と
で
、「
校

友
会
活
動
の
た
め
に
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
村
上
会
長
が
謝
意
を

述
べ
た
。

〈
文
学
部
〉

淺
田
　
正
博
　
教
授

内
藤
　
知
康
　
教
授

林
　
　
智
康
　
教
授

ヒ
ロ
タ
　
デ
ニ
ス
　
教
授

〈
経
済
学
部
〉

松
谷
　
徳
八
　
教
授

〈
経
営
学
部
〉

政
岡
　
光
宏
　
教
授

〈
法
学
部
〉

松
本

　
博
之

　
教
授

〈
理
工
学
部
〉

占
部

　
武
生

　
教
授

〈
社
会
学
部
〉

清
水

　
教
恵

　
教
授

〈
国
際
文
化
学
部
〉

須
藤
　
　
護
　
教
授

訃
報

川
崎
惠
璋
　
13
年
９
月
３
日

　
　
　
社
会
学
部
名
誉
教
授

家
郷
隆
文
　
13
年
９
月
16
日

　
　
　
経
済
学
部
名
誉
教
授

阿
部
宏
尹
　
13
年
９
月

　
　
　
理
工
学
部
名
誉
教
授

秋
本
守
英
　
13
年
10
月
27
日

　
　
　
　
文
学
部
名
誉
教
授

西
堀
文
隆
　
13
年
12
月
11
日

　
　
　
経
済
学
部
名
誉
教
授

萩
原
　
宏
　
14
年
１
月
８
日

　
　
　
　
元
理
工
学
部
教
授

後
藤
義
昭

　
14
年
１
月
26
日

　
　
　
理
工
学
部
名
誉
教
授

片
桐
正
三

　
14
年
１
月

　
　
元
経
営
学
部
特
任
教
授

不
二
川
公
勝
（
64
年
文
院
了
）

龍
谷
大
学
元
理
事
長
、
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
元
総
長
、
２

月
５
日
、
78
歳
。

今
春
退
職
さ
れ
る

先
生
が
た

東
京
支
部
新
会
員
歓
迎

校
友
年
賀
会
を
開
催
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地
域
・
職
域
支
部
の
つ
ど
い

支
部
で
母
校
見
学
ツ
ア
ー
を

校友会
近
畿
ブ
ロッ
ク
支
部
会
議
開催

同
窓
会
20
周
年
記
念
行
事
を
開
催

学
部
同
窓
会
の
つ
ど
い

  

愛
媛
県
支
部

歴
史
と
酒
蔵
の
町

伏
見
散
策
ツ
ア
ー

　
ご
龍
谷
大
学
深
草
学
舎
は

伏
見
区
に
あ
り
ま
す
。
と
は

い
え
、
古
い
歴
史
を
も
ち
、

酒
蔵
の
美
し
い
景
観
を
今
に

伝
え
る
伏
見
の
町
の
こ
と
を
、

私
た
ち
は
意
外
と
知
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
通
い
慣
れ
た
京

阪
電
車
に
乗
り
、私
た
ち
「
紫

友
会
」（
寝
屋
川
市
役
所
支
部
）

の
総
勢
23
名
で
、
11
月
10
日
、

「
伏
見
散
策
ツ
ア
ー
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
ず
は
桃
山
南
口
駅
を
降

り
て
、
明
治
天
皇
陵
へ
。
さ

ら
に
恒
武
天
皇
陵
、
伏
見
奉

行
所
跡
を
巡
り
、
酒
蔵
が
並

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で

泉
涌
寺
を
特
別
拝
観

　
13
年
11
月
２
日
に
設
立
さ

れ
た
校
友
会
地
域
支
部
の
京

都
市
支
部
（
１
面
に
記
事
）

設
立
に
あ
た
り
、
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、泉せ

ん

涌に
ゅ
う

寺じ

（
京

都
市
東
山
区
）
の
拝
観
を
、

10
月
14
日
に
行
っ
た
。
こ
の

日
の
参
加
者
は
約
100
名
。

　
泉
涌
寺
は
皇
室
ゆ
か
り
の

寺
院
と
し
て
名
高
く
、「
御み

寺て
ら

泉
涌
寺
」
と
呼
ば
れ
る
。

一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な

い
歴
代
天
皇
の
尊
牌
が
安
置

さ
れ
た
霊
明
殿
の
荘
厳
な
雰

囲
気
を
一
行
が
味
わ
う
な

ど
、
龍
大
卒
業
生
だ
け
の
貸

切
特
別
拝
観
と
な
っ
た
。

　
こ
の
企
画
は
真
言
宗
泉
涌

寺
派
宗
務
総
長
の
藤
田
浩
哉

さ
ん
（
70
年
文
卒
）
の
ご
配

慮
で
実
現
し
た
も
の
で
、
今

後
の
京
都
市
支
部
活
動
に
対

す
る
期
待
が
ふ
く
ら
ん
だ
。

本
町
音
楽
祭
と

龍
大
落
語
会
を
開
催

　
12
月
１
日
（
日
）、
北
御

堂
津
村
ホ
ー
ル
に
て
第
３
回

本
町
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
４
つ
の
バ
ン
ド
に
ジ
ャ

ズ
を
中
心
に
し
た
演
奏
を
し

ぶ
町
へ
。
松
本
酒
造
で
は
日

本
酒
を
試
飲
し
、
さ
ら
に
月

桂
冠
記
念
館
へ
。
こ
の
あ
た

り
は
江
戸
時
代
か
ら
の
古
い

酒
蔵
が
運
河
沿
い
に
建
ち
、

映
画
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
り
、

ポ
ス
タ
ー
の
図
柄
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
月
桂
冠
記
念
館

で
酒
造
り
の
様
子
を
見
学
し

た
あ
と
中
書
島
駅
ま
で
歩
い

て
、
現
地
解
散
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
あ
ら

た
め
て
「
伏
見
」
が
持
つ
歴

史
の
重
み
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
。（
事
務
局
長
・
山
本

章
弘=

2000
年
法
卒
）

  

紫
友
会

  

京
都
市
支
部

  

大
阪
・
中
央
支
部

  

理
工
学
部
同
窓
会

  

法
学
部
同
窓
会

  

社
会
学
部
同
窓
会

龍大落語会ピーター・フランクル氏の講演

家族も参加の祝賀会

会場へはJR阪急茨木駅から徒歩約8分

校
友
会
の
地
域
支
部
に
よ
る
「
母
校
見
学
ツ
ア
ー
」
が
相
次

い
で
い
る
。
ガ
イ
ド
役
を
果
た
す
の
は
龍
大
生
で
、
現
役
の

後
輩
と
接
す
る
貴
重
な
体
験
に
も
な
り
、
学
生
も
卒
業
生
の

組
織
が
全
国
に
あ
る
こ
と
を
知
る
良
い
機
会
で
あ
る
。

１
泊
２
日
の

母
校
見
学
ツ
ア
ー

　
11
月
９
日
（
土
）
〜
10
日

（
日
）
と
深
草
、
大
宮
、
瀬

田
の
３
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巡
る

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
日
目
の
深
草
、
大
宮
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
は
、
現
役

の
龍
大
生
に
ガ
イ
ド
を
し
て

も
ら
い
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
パ

ス
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
42
年
前
に
卒
業
し
た
方
を

筆
頭
に
総
勢
10
名
で
見
学
し

ま
し
た
が
、
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
の
変
わ
り
よ
う
に
は
つ
い

つ
い
「
自
分
の
頃
は
…
」
と

の
思
い
出
話
が
出
て
き
ま

す
。
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
も
通

　
昨
年
の
12
月
４
日
、
校
友

会
の「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
」

に
よ
る
会
議
が
、
龍
谷
大
学

の
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
企
画
は
校
友
会
支
部

を
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
相
互
連
携
を
深
め
、
支
部

い
慣
れ
た
は
ず
な
の
に
、
あ

ら
た
め
て
聞
く
学
生
さ
ん
の

話
に
「
そ
う
だ
っ
た
の
」
と

新
し
い
発
見
も
。
特
に
学
生

時
代
に
は
な
か
な
か
入
れ
な

か
っ
た
大
宮
本
館
の
貴
賓
室

の
厳
か
さ
に
は
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、西
本
願
寺
参
拝
、

飛
雲
閣
、
書
院
も
本
願
寺
職

員
の
方
に
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
め
ぐ
り
、
龍
谷

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
も
校
友
優

待
価
格
で
ゆ
っ
く
り
と
見
学

で
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
、
午
前
中
は
瀬
田

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
。
日
曜
日
な

の
で
校
舎
内
に
は
入
れ
な
い

の
で
す
が
、
初
め
て
訪
れ
る

瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
ま
る

で
違
う
大
学
に
来
た
よ
う
な

驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。
午
後

に
は
奈
良
の
薬
師
寺
へ
。
校

友
会
の
村
上
太
胤
会
長
の
ご

厚
意
で
、
こ
ち
ら
も
薬
師
寺

職
員
さ
ん
に
ガ
イ
ド
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
バ
ス
を
借
り
切
っ
て
支
部

の
メ
ン
バ
ー
で
過
ご
し
た
２

日
間
は
、
世
代
が
違
っ
て
も

龍
大
卒
業
生
と
い
う
共
通
点

と
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
り
、

充
実
し
た
１
泊
旅
行
に
な
り

ま
し
た
。（
事
務
局
長
・
松

本
正
見
＝
97
年
卒
）

大宮正門前で

て
い
た
だ
き
、
村
上
校
友
会

長
、
湯
口
副
会
長
、
米
田
広

報
部
会
長
も
お
越
し
に
な

り
、
村
上
会
長
か
ら
は
ご
挨

拶
の
言
葉
も
頂
戴
し
ま
し

た
。
入
場
者
は
約
230
名
と
大

盛
況
の
う
ち
に
幕
は
閉
じ
、

大
い
に
龍
谷
大
学
の
名
を
広

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
の
２
月
15
日

に
は
大
阪
市
内
の
「
天
満
天

神
繁
昌
亭
」
で
「
第
５
回
龍

大
落
語
会
in
繁
昌
亭
」
を
開

催
し
、
林
家
染
二
さ
ん
（
85

年
法
卒
）
と
月
亭
天
使
さ
ん

に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
支
部
長
・
坂
本
晋
一
）

活
動
の
活
性
化
を
は
か
ろ
う

と
い
う
も
の
で
、
第
１
回
目

と
し
て
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
開

催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
11
地

域
支
部
と
８
職
域
支
部
の
役

員
24
名
と
校
友
会
理
事
が
集

い
、
各
支
部
の
活
動
内
容
や

工
夫
点
を
紹
介
し
な
が
ら
、

参
加
者
層
の
拡
大
に
つ
い

て
、
熱
心
に
討
議
し
た
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
で
も
話

が
は
ず
み
、
地
域
支
部
や
職

域
支
部
の
垣
根
を
こ
え
て
の

交
流
が
行
わ
れ
た
。

　
今
後
、
校
友
会
で
は
支
部

活
性
化
に
向
け
て
順
次
、
各

地
域
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を

開
催
し
て
い
く
予
定
。

　
昨
年
に
設
立
20
周
年
を
迎

え
た
理
工
学
部
同
窓
会
が
、

10
月
26
日
に
瀬
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
か
ず
か
ず
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
。

　
ま
ず
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン

ク
ル
氏
が
「
人
生
を
楽
し
く

す
る
方
程
式
」
と
題
し
て
特

別
講
義
し
、
理
工
学
部
教
授

が
加
わ
っ
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

特
別
企
画
の
「
り
ゅ
う
こ
く

科か

が

く楽
教
室
と
傘
袋
ロ
ケ
ッ
ト

作
り
」「
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ
オ

体
験
」
は
、
子
ど
も
た
ち
に

大
好
評
。

　
ま
た
設
立
20
周
年
記
念
パ

ー
テ
ィ
ー
に
は
約
130
名
の
卒

業
生
が
集
い
、
現
役
の
先
生

や
退
職
さ
れ
た
先
生
が
た
と

旧
交
を
深
め
た
。

リ
ユ
ニ
オ
ン
開
催

　
11
月
３
日
、
午
後
５
時
か

ら
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
＆

ス
パ
（
河
原
町
三
条
）
で
、

第
７
回
と
な
る
「
法
学
部
合

同
同
窓
会
リ
ユ
ニ
オ
ン
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
龍
谷
賞
受
賞
の
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
球
団

社
長
の
津
田
敏
一
さ
ん
（
74

年
法
卒
・
２
面
に
記
事
）
も

か
け
つ
け
、
抽
選
会
用
に
大

谷
翔
平
選
手
や
稲
葉
篤
紀
選

手
の
サ
イ
ン
入
り
ボ
ー
ル
を

提
供
い
た
だ
き
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
次
回
は
今
年
の
11
月
２
日

（
日
）
17
時
か
ら
の
予
定
。

卒
業
15
周
年
の
つ
ど
い

　
瀬
田
の
Ｒ
Ｅ
Ｃ
ホ
ー
ル
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
昨
年
の
10
月

25
日
、
社
会
学
部
同
窓
会
に

よ
る
「
卒
業
15
周
年
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
７
期
生
の
校
友
が

該
当
で
、集
ま
っ
た
校
友
は
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
は

ず
ん
だ
。

2014年度<上半期>校友会行事〈予定〉　　　　2014年2月10日現在

龍谷大学と地元中学校との
吹奏楽部ジョイントコンサート
日時：2014 年９月15日（月・祝）14時半開演
会場：茨木市市民会館（ユーアイホール）
　　  茨木市駅前 4-7-50 　072-623-3962
入場料：無料。先着 1000名。詳細はH.P.を
主催：龍谷大学校友会「大阪・北大阪支部」
後援：茨木市・茨木市教育
委員会・茨木市中学校吹奏
楽部顧問会・茨木市商工会
議所・高槻市・高槻市教育
委員会・高槻市中学校吹奏
楽連盟・高槻市商工会議所

ユーアイホール

近畿ブロック支部会議

月　日 主催 行事内容 開催場所
4月1日（火） 大学 入学式 深草キャンパス
4月2日（水） 大学 入学式 瀬田キャンパス
4月6日（日） 大阪・北大阪支部 花見会 茨木市・専念寺
4月8日（火） 大学・校友会本部 新入生ふるさとタイム 深草キャンパス
4月13日（日） 石川県支部 観桜会 金沢市・金沢城沈床園
4月16日（水） 大阪・北大阪支部 第 7回北大阪支部ゴルフコンペ 池田市・池田CC
5月 8日（木） ハワイ支部 パシフィック・ブディスト・アカデミー 高校卒業式参加 ホノルル・本派本願寺ハワイ別院
5月10日（土） 京都市支部 総会（特別ゲスト：秋川　雅史氏）交流懇親会 京都市・西本願寺・聞法会館
5月10日（土） 龍谷大学校友会女子会「龍 Ron 小町」 発足会（特別ゲスト：秋川　雅史氏）交流懇親会 京都市・西本願寺・聞法会館

5月 経済学部同窓会 定期総会 深草キャンパス
5月11日（日） 石川県支部 あしながPウォーク 金沢市・しいのき迎賓館
5月16日（金） 南カリフォルニア支部 ランチと観賞会 ロサンゼルス・J.Paul Getty Museum
5月 17日（土） 大阪・中央支部 総会・懇親会 大阪市・津村ホール
5月21日（水） 校友会本部 校友会賞授与式 深草キャンパス　顕真館
5月21日（水） 大学 創立記念・降誕会 深草キャンパス
5月21日（水） 大阪・北大阪支部 降誕会 京都市・西本願寺
5月24日（土） 校友会本部 校友会館設立記念式典 京都市・龍谷大学校友会館響都ホール
5月24日（土） 経営学部同窓会 第 23回定期総会　15時～（予定） 深草キャンパス　HP参照
5月 24日（土） 京都市支部 龍谷大学「心の講座」

講師（第一講）立部 祐道師（第二講）吉村 作治氏 京都市・龍谷大学校友会館響都ホール
5月24日（土） 東京支部 総会 東京都・築地本願寺
5月25日（日） 三重県支部 総会・講演会・懇親会（ゲスト：林家 染二氏） 津市・プラザ洞津
5月25日（日） パナソニックグループ支部（紫松会）紫松甲子園観戦 （阪神タイガース対千葉ロッテマリーンズ） 西宮市・甲子園
5月31日（土） 北海道支部 総会・懇親会 札幌市
5月31日（土） 神奈川県支部 総会 横浜市

5月頃 尼崎市役所支部（龍翔会） 研修・交流会（ゴルフ・魚釣り・ボウリング等） 未定
5月25日（日） 和歌山県・海南有田支部 総会・講演会・懇親会 湯浅町・かどや食堂
5月25日（日） 寝屋川市役所支部（紫友会）総会 大阪市・東天紅 大阪天満橋OMM店
6月 8日（日） 愛知県支部 総会・講演会・懇親会 名古屋駅前・ウインクあいち1208 室
6月 14日（土） 奈良県支部 総会・参拝・講演 奈良市・唐招提寺
6月16日（月） ハワイ支部 親睦ゴルフトーナメント カフルイ
6月21日（土） 石川県支部 総会・懇親会 能登半島九十九湾・百楽荘
6月21日（土） 兵庫県・丹篠支部 総会・講演会・懇親会

（ゲスト：龍大ボランティアセンター所長 筒井のり子氏） 篠山市・未定
6月28日（土） 岡山県支部 総会・講演会・懇親会 岡山市・岡山国際ホテル
6月28日（土） 京都市支部 龍谷大学「心の講座」

講師（第一講）松浦 俊海師（第二講）浜村 淳氏 京都市・龍谷大学校友会館響都ホール
6月頃 香川県支部 総会・講演会・懇親会 丸亀市・未定

6月上旬 社会学部同窓会 総会 深草キャンパス
6月中旬 大阪・北大阪支部 京都寺院ツアー 未定

7月4日（金）か 11日（金） 山口県支部 親睦ゴルフ大会 下関市・未定
7月5日（土） 経営学部同窓会 経営学部在学生奨学助成金制度面接・選考会

13時 30分～（予定） 深草キャンパス

7月5日（土） 龍谷大学職業会計人グループ（RAS） 総会・研修会・講演会・業務別説明会・懇親会 深草キャンパス
7月12日（土） 山口県支部 総会・講演会・懇親会 下関市・下関第一ホテル
7月12日（土） 岐阜県支部 総会・講演会・懇親会 岐阜市・ホテルグランヴェール岐山
7月12日（土） ぎんなん会 総会・勉強会・懇親会 深草キャンパス
7月26日（土） 京都市支部 龍谷大学「心の講座」

講師（第一講）宮城 泰年師（第二講）榎木 孝明氏 京都市・龍谷大学校友会館響都ホール
7月26日（土）
・27日（日） 大阪・北大阪支部 茨木フェスティバル 茨木市民グラウンド
8月3日（日） 大阪・北大阪支部 納涼会 高槻市・たかつき京都ホテル

8月 南カリフォルニア支部 ドジャース野球観戦 ドジャース球場
8月中旬 南カリフォルニア支部 龍谷大学理工学部海外実習研修生歓迎交歓会 Lighthouse 事務所
8月 大阪・中央支部 子供工作教室 大阪市・津村別院

9月6日（土） 愛媛県支部 総会・懇親会 松山市・光月亭
9月15日（月・祝） 大阪・北大阪支部 大阪・北大阪支部第 5回総会

支部創立５周年記念龍大吹奏楽部ジョイントコンサート
茨木市・茨木市役所スカイホール
茨木市・茨木市民会館大ホール

9月18日（木） 大学 9月度卒業式・入学式 深草キャンパス
9月18日（木） 校友会本部 9月度卒業生・修了生　新入会員歓迎祝賀会 深草キャンパス
9月27日（土） 京都市支部 龍谷大学「心の講座」

講師（第一講）入澤 崇氏（第二講）上原 まり氏 京都市・龍谷大学校友会館響都ホール
9月中旬 大阪・北大阪支部 秋のワイン試飲会 茨木市・ヘレンベルガー・ホーフ㈱
９月末 鳥取県支部 総会・講演会・懇親会 米子市・未定

10月 11日（土） 岡山県支部 南都バスツアー 奈良・薬師寺他
10月 18日（土） 南カリフォルニア支部 物故会員追悼法要 Gardena　仏教会
10月 22日（水） 大阪・北大阪支部 第８回北大阪支部ゴルフコンペ 未定
10月 25日（土） 理工学部同窓会 総会・理工学部ホームカミング・デー 瀬田キャンパス
10月 25日（土） 校友会本部 ホームカミング・デー 瀬田キャンパス
10月 25日（土） 大阪・北大阪支部 林家染二 30周年記念独演会 大阪市・国立文楽劇場
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Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
・
近
鉄
あ

べ
の
橋
駅
か
ら
南
へ
徒
歩
８

分
に
あ
る
「
ザ
・
ロ
ッ
ク
食

堂
」。
オ
ー
ナ
ー
は
経
営
学

部
84
年
卒
の
溝
内
哲
夫
さ
ん
。

龍
谷
大
学
時
代
は
学
友
会
館

の
運
営
委
員
長
と
し
て
活
躍
。

　
中
学
生
の
頃
か
ら
ロ
ッ
ク

喫
茶
を
や
り
た
か
っ
た
と
い

う
溝
内
さ
ん
は
、
11
年
前
に

多
忙
な
龍
大
時
代

　
高
校
時
代
は
大
阪
府
河
内

長
野
市
の
延
命
寺
に
入
り
ま

し
た
。
お
寺
で
お
坊
さ
ん
の

修
行
を
し
な
が
ら
大
阪
府
立

の
河
南
高
校
に
通
い
、
お
葬

式
な
ど
が
あ
る
と
き
は
午
前

中
で
早
退
で
す
。
卒
業
後
、

１
年
間
、
真
言
宗
の
修
行

（
加け

ぎ
ょ
う行

）
を
し
、
修
行
が
完

成
す
る
伝で

ん
ぽ
う法

灌か
ん
じ
ょ
う頂

を
終
え
、

龍
谷
大
学
で
学
び
ま
し
た
。

　
１
、２
回
生
の
と
き
は
、

ご
縁
の
あ
っ
た
壬み

ぶ生
寺で

ら

（
京

都
市
中
京
区
の
律
宗
大
本

山
）
に
下
宿
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
午
前
中
の
講

義
を
終
え
て
壬
生
寺
に
戻
り

法
務
を
手
伝
う
と
い
う
、
忙

し
い
学
生
学
生
時
代
で
し

た
。
入
学
し
た
の
は
仏
教
学

科
で
し
た
が
、
３
回
生
の
と

き
に
史
学
科
に
編
入
し
、
指

導
教
授
は
二
葉
憲け

ん
こ
う香

先
生

（
の
ち
に
11
代
学
長
）
で
、

卒
論
の
テ
ー
マ
は
「
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」
で
し
た
。

　
学
生
時
代
〝
社
研
〞（
社

会
科
学
研
究
会
）に
所
属
し
、

マ
ル
ク
ス
思
想
な
ど
も
勉
強

し
ま
し
た
ね
。
当
時
は
「
60

年
安
保
」
の
時
代
で
、
私
た

ち
は
円
山
公
園
で
集
会
を
開

き
、
そ
の
あ
と
フ
ラ
ン
ス
式

デ
モ
で
四
条
河
原
町
へ
行
っ

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
３
回
生
か
ら
は
、
延
命
寺

に
帰
り
、
登
校
時
は
自
転
車

で
三
日
市
町
駅
へ
、
さ
ら
に

電
車
で
難
波
駅
、
地
下
鉄
で

大
阪
梅
田
、
そ
し
て
J
R

で
京
都
に
出
て
、
徒
歩
で
大

宮
か
、
市
電
で
深
草
ま
で
往

復
５
時
間
で
し
た
。

「
即
身
成
仏
」の
教
え

　
真
言
宗
の
教
え
は
「
密
教
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
密
教
に
は

天
台
宗
の
「
台
密
」、
真
言
宗

の
「
東
密
」
の
ふ
た
つ
が
あ

り
ま
す
。
延
暦
23
年（
804
年
）、

第
16
次
遣
唐
船
が
難な

に
は波

津づ
（
大

阪
港
）
を
出
て
瀬
戸
内
海
経

由
で
博
多
、
そ
し
て
平
戸
か

ら
中
国
へ
向
か
い
ま
す
。
当

時
は
４
艘
体
制
で
、
そ
の
第

１
艘
に
空
海
（
弘
法
大
師
）、

第
２
艘
に
最
澄
（
伝
教
大
師
）

が
乗
船
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
第
１
艘
は
嵐
で
航

路
を
外
れ
、
福
州
（
現
・
福

建
省
）
に
漂
着
し
た
も
の
の
、

海
賊
船
だ
と
疑
わ
れ
な
か
な

か
上
陸
許
可
が
お
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
空
海
は
遣
唐
大
使
に

か
わ
っ
て
福
州
の
長
官
に
嘆

願
書
を
書
き
、
提
出
し
て
許

可
さ
れ
ま
す
。
そ
の
見
事
な

書
が
「
性
霊
集
」
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
入
唐
さ
れ
た

お
二
人
で
す
が
、
最
澄
は
帰

国
後
、
比
叡
山
で
天
台
宗
を

う
ち
立
て
ま
す
。
空
海
は
福

州
か
ら
長
安
（
現
・
西
安
）

の
都
に
赴
き
、
青

し
ょ
う
り
ゅ
う龍

寺じ

の

恵け
い
か果

和
尚
に
師
事
し
、
真
言

密
教
を
伝
授
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
が
、
今
日
に
つ
な
が
る
真

言
宗
の
教
え
の
ル
ー
ツ
で
す
。

　
真
言
密
教
は
、
言
葉
で

表
現
で
き
な
い
難
解
な
教

え
で
す
。
簡
単
に
言
う
な

ら
「
即そ

く
し
ん
じ
ょ
う
ぶ
つ

身
成
仏
」
で
す
。

「
身し

ん
く
い

口
意
の
三
密
」
と
申
し

ま
す
が
、
身か

ら

だ体
は
仏
様
の
よ

う
に
ふ
る
ま
い
、
口
で
仏
様

の
徳
を
讃
え
る
真
言
を
称

え
、
心
（
意
）
は
仏
様
の
こ

と
を
臆
念
す
る
と
い
う
修
法

を
通
し
て
、
こ
の
身
に
こ
の

ま
ま
仏
様
に
な
る
と
い
う
教

え
で
す
。
お
釈
迦
様
は
釈
迦

族
の
王
子
で
し
た
。
そ
の

人
間
で
あ
る
お
釈
迦
様
が

「
仏ぶ

つ

」
に
な
ら
れ
た
。
こ
れ

が
「
即
身
成
仏
」
と
い
う
も

の
で
す
。

「
満
足
」す
る
と
は

　
真
言
密
教
の
教
え
は
、
非

常
に
哲
学
的
な
要
素
が
含
ま

れ
て
い
て
、
た
や
す
く
説
明

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
平
易
な
話

題
を
用
い
て
、
仏
様
の
世
界

を
説
く
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
た
と
え
ば
弘
法
大
師
の

八
十
八
ヶ
所
霊
場
が
四
国
に

あ
り
ま
す
ね
。
歩
い
て
巡
礼

す
る
と
足
が
疲
れ
ま
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
光
も
で
き
、

お
い
し
い
も
の
を
い
た
だ
け

ま
す
。
つ
ま
り
「
顔
」
だ
け

が
喜
ん
で
い
ま
す
。
苦
し
い

思
い
を
し
た
の
は
、「
足
」

な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
お
風

呂
に
入
っ
て
足
を
さ
す
っ
て

い
た
わ
り
、
寝
る
と
き
は
布

団
の
中
に
入
れ
て
あ
げ
て
、

今
日
一
日
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
と
足
に
感
謝
す

る
。
そ
う
す
る
と
足
が
喜
び

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
く
れ
る
。

こ
れ
が
「
満
足
」
な
ん
で
す
。

　
今
、
霊
場
巡
り
は
観
光
バ

ス
で
と
い
う
人
が
増
え
ま
し

た
が
、
や
は
り
足
で
歩
い
て

い
た
だ
き
た
い
。
足
で
歩
く

か
ら
健
康
に
な
り
、観
光
に
、

そ
の
ま
ま
信
仰
に
つ
な
が
っ

現
在
地
で「
ザ・ロ
ッ
ク
食
堂
」

を
開
店
し
た
。
店
で
ラ
イ
ブ

を
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
１
９
７
０
年
代
に
天

王
寺
公
園
の
野
外
音
楽
堂
で

開
催
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト「
春

一
番
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
つ
と
め
た
阿
部
登
さ
ん（
故

人
）
の
す
す
め
だ
っ
だ
。

　
店
内
に
入
る
と
す
ぐ
右
側

に
音
響
機
材
が
並
び
、
こ
こ

が
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
。
訪
れ

た
日
は
、
福
島
県
出
身
の
ロ

ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
遠
藤

ミ
チ
ロ
ウ
さ
ん
。
２
時
間
ぶ

っ
通
し
の
ラ
イ
ブ
が
続
い

た
。
ラ
イ
ブ
は
土
日
祝
の
18

時
か
ら
始
ま
り
、
チ
ャ
ー
ジ

は
千
円
か
ら
３
千
円
ほ
ど
。

秋
に
は
恒
例
の
「
ザ
・
ロ
ッ

ク
食
堂
ま
つ
り
」
が
開
か
れ

る
。

　「
小
さ
な
店
で
す
か
ら
、

至
近
距
離
で
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
歌
が
聴
け
る
。
ま
る
で

楽
屋
で
や
っ
て
い
る
み
た
い

で
す
か
ら
ね
」と
溝
内
さ
ん
。

広
島
や
岡
山
か
ら
も
ラ
イ
ブ

を
聞
く
た
め
、
お
客
さ
ん
が

訪
れ
る
と
い
う
。

　
一
方
、〝
食
堂
〞
の
名
の

通
り
、メ
ニ
ュ
ー
は
幅
広
い
。

８
種
類
の
カ
レ
ー
750
〜
900

円
。
カ
ツ
サ
ン
ド
700
円
。
ハ

ム
サ
ン
ド
500
円
。ピ
ザ
700
円
。

串
カ
ツ
600
円
。
裏
メ
ニ
ュ
ー

の
テ
リ
ケ
ラ
イ
ス
800
円
。
何

を
食
べ
て
も
お
い
し
い
。
飲

み
物
も
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
か

ら
生
ビ
ー
ル
500
円
。
ウ
ィ
ス

キ
ー
、
ウ
ォ
ッ
カ
、
焼
酎
、

ワ
イ
ン
と
何
で
も
あ
る
。

仏
教
に
学
ぶ

苦しみや悲しみを
みんなで分かちあう世界

総本山仁和寺門跡
真言宗御室派管長

立部 祐道

　
立
部
祐
道（
た
て
べ・ゆ
う
ど
う
）

　
40
年（
昭
和
15
）広
島
県
尾
道
市
生
ま

れ
。中
学
２
年
で
大
阪
府
河
内
長
野
市
の

延
命
寺
に
入
寺
。64
年（
昭
和
39
）に
文

学
部
史
学
科
を
卒
業
。98
年（
平
成
10
）

か
ら
真
言
宗
御
室
派
の
総
務
部
長
と
宗

務
総
長
を
１
期
４
年
ず
つ
つ
と
め
、13
年

６
月
、同
派
の
総
本
山・仁
和
寺
の
第
50

世
門
跡
と
真
言
宗
御
室
派
管
長
に
就
任
。

自
坊
は
福
岡
県
宗
像
市
の
別
格
本
山・鎮

国
寺
。校
友
会
京
都
市
支
部
支
部
長
。

ラ
イ
ブ
も
楽
し
め
る
天
王
寺
の
バ
ー

メ
ニ
ュ
ー
は
幅
広
く
、
ど
れ
も
美
味

秋
に
ロ
ッ
ク
祭
り
。
テ
ー
マ
は「
笑
顔
」

て
い
き
ま
す
。「
観
光
・
健
康
・

信
仰
」
が
ひ
と
つ
に
な
る
の

で
す
。

倒
れ
な
い
五
重
塔

　
仁
和
寺
は
光
孝
天
皇
の
勅

願
に
よって
建
立
さ
れ
た
お
寺

で
す
。
高
齢
で
天
皇
に
な
ら

れ
た
の
で
、
仁
和
二
年
（
886

年
）
に
着
工
さ
れ
ま
し
た
が
、

光
孝
天
皇
は
完
成
を
見
な
い

ま
ま
、
翌
年
に
崩
御
さ
れ
ま

す
。
そ
の
あ
と
宇
多
天
皇
が

先
帝
の
遺
志
を
ひ
き
継
が
れ
、

仁
和
４
年
（
888
年
）
に
竣
工
。

宇
多
天
皇
が
初
代
の
門
跡
と

な
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
寺

号
も
元
号
か
ら
「
仁
和
寺
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仁
和
寺
に
五
重
塔

（
重
文
）
が
そ
び
え
て
い
ま

す
。
こ
の
五
重
塔
の
柱
は
、

土
中
に
埋
ま
っ
て
は
い
ま
せ

編
集
後
記

ん
。
た
だ
石
の
上
に
乗
っ
て

い
る
だ
け
で
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
震
や
大
風
で
倒

れ
ま
せ
ん
。
外
圧
に
よ
る
揺

れ
を
、
柱
が
そ
れ
ぞ
れ
力
を

あ
わ
せ
て
支
え
あ
う
か
ら
で

す
。
こ
れ
を
人
生
に
た
と
え

る
と
、
苦
し
み
や
悲
し
み
を

一
人
で
受
け
も
つ
の
で
は
な

く
、
み
ん
な
で
分
か
ち
あ
う

こ
と
で
負
担
が
軽
く
な
る
と

い
う
仏
教
的
世
界
で
す
。
一

人
で
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た

苦
し
み
悲
し
み
を
み
ん
な
で

分
か
ち
あ
い
、
支
え
あ
う
の

だ
よ
と
い
う
こ
と
を
、
五
重

塔
は
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
４
月
に
は
ぜ
ひ
、
桜
の
花

で
美
し
く
荘
厳
さ
れ
た
仁
和

寺
の
五
重
塔
の
前
で
、
こ
の

よ
う
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

溝内哲夫さん

遠
藤
ミ
チ
ロ
ウ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

テリケライス カツサンド

大阪市阿倍野区松崎
町4-5-38
☎06-4399-5353
営業時間＝
昼11:00～14:00。
夜18:00～23:00。
ライブは土日祝の19
時前後、出演者は
H.P.で告知。
定員は18名ほどなの
で事前予約を。
JR天王寺駅、近鉄あ
べの橋駅から南へ徒歩
８分。阿倍野消防署
から西へ約50m。
http ://www.rock-
shokudou.com/
校友会HP校友タウン
情報でも紹介していま
す。

ザ・ロック食堂

ザ・ロック食堂

ザ・ロック
食堂

近鉄あべの橋駅

消防署

北

　
校
友
会
報
78
号
の
発
送
は

３
月
下
旬
で
す
が
、
２
年
前

か
ら
卒
業
し
て
新
し
く
校
友

会
員
と
な
る
皆
様
に
、
校
友

会
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
発
行
を
２
週
間
早

め
て
先
刷
り
の
５
千
部
を
卒

業
式
に
お
渡
し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
式
は
通
常
３
月
の
第

３
木
曜
日
に
深
草
、
翌
金
曜

日
に
瀬
田
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
い

つ
も
よ
り
早
い
３
月
13
日
、

会
報
の
入
稿
締
め
切
り
を
１

月
末
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
２
月
９
日
の
島
根
県
支
部

設
立
総
会
は
、
あ
ら
か
じ
め

日
程
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
１
面
に
枠
取
り
を
し

て
空
け
て
い
ま
し
た
が
、
２

月
に
入
っ
て
か
ら
急
遽
ビ
ッ

グ
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。校
友
会（
同
窓
会
）

設
立
115
年
の
記
念
事
業
で
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
J
R
京

都
駅
前
の
「
龍
谷
大
学
ア
バ

ン
テ
ィ
響
都
ホ
ー
ル
」が「
龍

谷
大
学
校
友
会
館
響
都
ホ
ー

ル
」
と
し
て
、
校
友
会
が
使

用
す
る
契
約
が
、
大
学
と
の

あ
い
だ
で
締
結
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ル
を
利
用
し
て
、

校
友
会
・
校
友
会
京
都
市
支

部
主
催
の
「
心
の
講
座
」
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
決
断
は
、
村
上
校
友

会
長
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
会
長
の
早
い
決

断
と
実
行
力
で
ど
ん
ど
ん
新

企
画
が
決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
真
っ
只
中
で
、
こ
の
校

友
会
館
の
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

本
来
な
ら
１
面
記
事
で
す
が
、

次
号
で
詳
し
く
お
伝
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

10
月
号
を
お
楽
し
み
に
。（
Ｙ
）

鐘楼（重文）と枝垂桜

中門（重文）と染井吉野

五重塔と御室桜

近
鉄
あ
べ
の
橋
東
口
出
口
か
ら

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
上
が
り
、
ま

っ
す
ぐ
7
、
8
分
。
途
中
サ
ン

ク
ス
を
右
に
見
て
信
号
を
渡
る




